


計画的に学習を見通し，
学ぶ意味やおもしろさに気がつきます

新しい学習指導要領に示された「主体的，対話的で深い学び」を目ざし，
教育出版は表現と鑑賞の学習のバランスに配慮しました。

そして学習内容の関連を図ることで，音楽の学びを計画的に見通すことができるようにしました。

これからの音楽科の授業のために

「知識及び技能」
の習得

「思考力・判断力・
表現力等」
の育成

「学びに向かう力，
人間性」
の涵養

学習の見通しがもてます

音楽文化の理解が深まります

音楽を愛好する心情を育てます

特色

特色

特色

音楽科の学びを通して育成する資質・能力

これらの実現をめざす

教育出版の教科書には，

三つの特色があります。

1

2

3

①学習の見通しがもてます
 主体的・対話的で深い学び うたう 　　　   6　きく 　　　   8　つくる 　　  　  10

②音楽文化の理解が深まります
 わが国や郷土の伝統音楽    12

 共通性と固有性    14

③音楽を愛好する心情を育てます
 わが国の自然や四季の美しさ   16

 ワイドなビジュアル図鑑    18

学習を支える「まなびリンク」   20

歌唱教材曲一覧    21

カリキュラム・マネジメントを踏まえた 学びのユニットについて    22

年間指導計画    24

評価計画    26

中学音楽の特色

INDEX

バランスのよい学習を目ざして    2

音楽科の学びを支えるカリキュラム「学びのユニット」   4

①学習の見通しがもてます
 主体的・対話的で深い学び    28

②音楽文化の理解が深まります
 口

くち

唱
しょう

歌
が

（唱歌）／深い学び〈共通性と固有性〉  30

③音楽を愛好する心情を育てます
 見やすい資料とメッセージ   32

カリキュラム・マネジメントを踏まえた 学びのユニットについて    34

指導計画・評価計画    36

安心して学ぶために —特別支援の観点とユニバーサルデザインの取り組み—   38

SDGs〈持続可能な開発目標〉に向けて    39

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介    40

中学器楽の特色



全体の構成を考えながら音楽をつくろう   34

夏の思い出  �  14 

赤とんぼ   �  16 

明
あ

日
す

を信じて  �  20 

飛び立とう君の空へ  �  22 

尺
しゃく

八
はち

曲「鹿の遠
とお

音
ね

」 �  51 

青空へのぼろう  �  6

アニー・ローリー  �  10

魔
ま

王
おう

（シューベルト） �  44 

箏
そう

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」 �  48

日本語の抑
よく

揚
よう

を生かした旋
せん

律
りつ

をつくろう  �  32

「春」第１楽章  �  38 

「秋」第１楽章 �  43

ソーラン節  �  28 

かりぼし切り歌  �  29 

魔王（ライヒャルト） �  45 

あの丘
おか

の向こうから �  26 

全体の構成を理解して表現を楽しもう�
くいしんぼうのラップ�� �36

歌うための準備�� �12

言葉の発音について�� �19

変声と混声合唱�� �24

希望という名の花を   56

この道   58

谷
たん

茶
ちゃ

前
め

   59

指揮をしてみよう�� �21

弦
げん

楽
がく

合奏のセレナード 第１楽章   61

何が同じで，何が違
ちが

う？�� �60

野ばら   62

日本とアジアをつなぐ音   63

日本とアジアの声によるさまざまな表現 �  54

Let’s Sing!��
歌うためのワンポイント・アドヴァイス

すすんで学び合おう��活動例のページ

日本の歌 みんなの歌��歌唱共通教材
音のスケッチ��創作のページ

Let’s Try!��
声や身近な楽器を取り入れた活動のページ

深めてみよう

比べてみよう

鑑
かん

賞
しょう

教材

夏の思い出� � �巻頭

作者の思いにふれる�� �口絵②

郷土のさまざまな民
みん

謡
よう

�� �30

「音」ってなぁに？�� �66

リコーダー運指表／コードネーム表�� �67

学習資料

どんな特
とく

徴
ちょう

があるかな？

きらきら星変奏曲    64

海が明けるよ   68

夢は大空を駈
か

ける   70

君と歩こう   72

心をこめて   74

ほらね、   76

全校合唱 故
ふる

郷
さと

 （同声二部合唱）   80

〔国歌〕君が代    82

中学校音楽で定められた学習内容の他に，
さらに学習したいときには取り組んでみましょう。

歌のアルバム

楽典�� �84

郷土の民謡に用いられる楽器�� �口絵③

弦楽アンサンブルに用いられる楽器�� �口絵④

日本とアジアのこと�� �巻末

学びのユニット   4

目次中学音楽 １

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう�
さくらさくら�� �52

情報の
種類 …見る …聴

き

く …記録する

学習に役立つ情報を，
ウェブサイトで見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/ongaku/1.html

バランスのよい学習を目ざして
比べてみよう では 主要教材 で学んだことを生かして，より確かな学びとなるように教材を設定しました。
深めてみよう ではさらに必要に応じて，主要教材 や 比べてみよう の学びが深められるように

教材を設定しました。

うたう
歌唱

つくる
創作

き く
鑑賞

教育出版の教科書は，音楽的な見方・考え方を働かせて主体的に学ぶことと，
表現を工夫したり聴きとったりしたことを話し合うなど，協働的に学ぶことを重視しています。
その具体的な学習活動例として，表現及び鑑賞の冒頭に　　　　    すすんで学び合おう ページを配置しました。

比べてみよう

すすんで学び合おう
深めてみよう

主要教材 各主要教材（1年）につきましては，
本紙p.5をご参照ください。
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テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色
リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋律

構成

形
式

音色

テクスチュア

強
弱

旋律

構成

形
式

音色

速
度

リ
ズ
ム

速
度

リ
ズ
ム

テクスチュア

強
弱

旋
せん 律

りつ

速
度

構成

形
式

音
ね

色
いろ

（おんしょく）

リ
ズ
ム無理のない

自然な声の出し方で歌おう

青空へのぼろう
う
た
う

アニー・ローリー

zp.6

zp.10

zp.34

全体の構成を
考えながら
音楽をつくろう

弦
げん

楽器の豊かな表現を
鑑
かん

賞
しょう

しよう

「春」第1楽章

「秋」第1楽章

zp.38

zp.43

曲の形式を生かして歌おう

夏の思い出

赤とんぼ

zp.14

zp.16

歌曲の形式の違
ちが

いを
鑑賞しよう

魔
ま

 王
お う

（シューベルト）
zp.44

音楽のまとまりを生かして
合わせて歌おう

明
あ

日
す

を信じて
zp.20

箏曲や尺
しゃく

八
はち

曲の
多様な表現を鑑賞しよう

六段の調
しらべ

鹿の遠
とお

音
ね

zp.48

zp.51

民
みん

謡
よう

の特
とく

徴
ちょう

を捉
とら

えて
ふさわしい声で歌おう

ソーラン節
zp.28

つ
く
る

き
く

日本語の抑
よく

揚
よ う

を
生かした

旋律をつくろう
zp.32

魔 王
（ライヒャルト）

zp.45

日本とアジアの
声による

さまざまな表現
zp.54

わが国やアジア地域の，多様で
豊かな声による表現を鑑賞しよう

飛び立とう君の空へ
zp.22

かりぼし切り歌
zp.29

「学びのユニット」では，学びのねらいと
学習する曲や活動，学習を生かして
比べる曲が示されています。
円のまわりには，学びを深めるための
曲や活動，学びの手がかり
となるヒントもありますね。

学びのユニット中学音楽 １

学びのねらい

学習を生かして
比べる曲

学習する曲や活動

学
び
を
深
め
る
た
め
の
曲
や
活
動

学
び
の
手
が
か
り

と
な
る
ヒ
ン
ト
＊

*濃い色で示しています

言葉の
発音についてzp.19

全体
の構
成を理

解して表現を楽しもうzp.36

希望という名の花をzp.56

この道zp.58

　  
歌うための準備zp.12

指

揮を
して
みよ
うzp.21, 変声と混声合唱

z
p.24

谷
たん

茶
ちゃ

前
め

zp.59

弦
げん

楽
がく

合奏のセレナード 第1
楽章

z
p.6

1

野ばら（シューベルト）z
p.62

箏
そう（こと

）を弾
ひ

いてみようzp.52

日本とアジアをつなぐ音
zp.63
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「学びのユニット」では，学びのねらいと
学習する曲や活動，学習を生かして
比べる曲が示されています。
円のまわりには，学びを深めるための
曲や活動，学びの手がかり
となるヒントもありますね。

音楽科の学びを支えるカリキュ
「学びのユニット」

生徒の興味を喚起し関心を高めるとともに，主体的に協働的に学ぶことができるよう，
教材の配列を工夫して，学習内容の関連を図りました。全学年を通じて 学びのユニット として示しました。

学びのユニットQ&A

学習に役立つ情報を集めた
教育出版のウェブサイト
「まなびリンク」をご活用いただけます。
詳しくは本紙p.20をご覧ください。

ラム

主
要
教
材

「比べてみよう」「深めてみよう」は 
入れ替えたり変更したり 
できますか？

はい，できます。
生徒や学校の実態に合わせた
カリキュラム・マネジメントが可能です。
本紙p.22 カリキュラム・マネジメントを踏まえた
学びのユニットについてと
p.24 年間指導計画をご参照ください。

Q

A

主要教材のみを使った 
学習はできますか？

はい，できます。
「主要教材をじっくり学ばせたい」
といった学習への変更は可能です。

  主要教材の配置（歌唱表現の場合）
	 「青空へのぼろう」…歌唱活動の導入
	 「夏の思い出」…歌唱共通教材
	 「明日を信じて」…合唱活動の導入
	 「ソーラン節」…わが国の伝統的な歌唱

Q

A

1年 学びのユニット

学
び
を
深
め
る
た
め
の
曲
や
活
動

学
び
の
手
が
か
り
と
な
る
ヒ
ン
ト

学びのねらい

学習する
曲や活動

学習を生かして
比べる曲

p.4
1年
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青空へのぼろう 一 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 

青
空
へ
続
く  

こ
の
道

 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 

青
空
へ  

の
ぼ
ろ
う
よ

 

誰だ
れ

か
が
呼
ん
で
い
る  

ど
こ
か
で
呼
ん
で
い
る

 

は
る
か
遠
い  

空
の
向
こ
う
か
ら

 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 

青
空
へ  

の
ぼ
ろ
う
よ

二 

み
ん
な
で
歌
お
う  

声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で
歌
う  

こ
の
歌

 

み
ん
な
で
歌
お
う  

声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で  

歌
お
う
よ

 

ど
こ
ま
で
も
響ひ
び

け
よ  

夢
の
せ
て
響
け
よ

 

は
る
か
遠
い  

空
の
向
こ
う
ま
で

 

み
ん
な
で
歌
お
う  

声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で  

歌
お
う
よ

zp.84
二分休符

ふ

zp.84 - ②
テヌート＊

（ブレス）…息つぎ  ＊二つの声部を一
いっ

緒
しょ

に記
き

譜
ふ

する場合，テヌートやスタッカートなどの記号は，この楽譜のように示すことがあります。
zp.84
拍
ひょう

子
し

zp.56

zp.10

比べ
てみよう

深め
てみよう

A

B

C

D

強
弱
や
音
域
に
応
じ
た
歌
い
方
を
工く

夫ふ
う

し
よ
う
。

声
の
出
し
方
や
発
音
、
歌
う
姿
勢
を
身
に
つ
け
よ
う
。

すすんで学び合おう
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「青空へのぼろう」を次の A ～ D の四つに分けたとき，
それぞれの似ているところや違

ちが

うところなどを確かめ，気がついたことを楽
がく

譜
ふ

に記入しよう。
似ているところ

違うところ

「青空へのぼろう」はどんな構成になっているか説明してみよう。
また，構成を生かして，どんな表現の工

く

夫
ふう

ができるのか，考えてみよう。

D は，A や B とどんな関係にあるのだろう？
歌ったときの印象も含めて，感じたり気がついたりしたことをまとめ，交流しよう。

A と B の似ているところ，違うところはどこだろう？  下の表にまとめ，交流してみよう。

強弱記号や
音の高さも意識して，
声の出し方なども
工夫してみましょう。

A

B

C

D

C は，A や B とどんな関係にあるのだろう？
歌ったときの印象も含

ふく

めて，感じたり気がついたりしたことをまとめ，交流しよう。

青空へのぼろう
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ハ長調 イ短調

zp.84 ‒①

主要三和音

zp.84 ‒①
調
ちょう

アニー・ローリー

ハ長調とイ短調でよく使われる和音

コードネーム

和音記号

学習資料  リコーダー運指表／コードネーム表zp.67

強
弱
や
音
域
を
意
識
し
て
表
現
し
よ
う
。

zp.84 ‒②
モデラート

R…アルトまたはソプラノ・リコーダーでも演奏してみましょう。

aRb
歌１

aRb
歌２

すすんで学び合おう

10 11

中学音楽 １

文部科学省検定済教科書 中学校音楽科用 17教出 音楽000

中
学
音
楽 

１

文部科学省検定済教科書 中学校音楽科用 17教出 音楽000

中
学
音
楽 

２
・
３
上

中学音楽 ２・３上

文部科学省検定済教科書 中学校音楽科用 17教出 音楽000

中
学
音
楽 

２
・
３
下

中学音楽 ２・３下

うたう
歌唱

中学音楽の特色

主体的・対話的で深い学び
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，進んで学び合う活動が展開できるように工夫しました。
自分の考えなどをまとめ「話し合おう」によって協働的な活動が展開できるように工夫しました。

1年 主要教材「青空へのぼろう」の場合

「青空へのぼろう」の構造を理解し
表現を工夫するページが続きます。

学習の見通しがもてます1

すすんで学び合おう

「アニー・ローリー」と
比較して表現することで
確かな学びへ向かいます。

比べてみよう

p.6
1年

p.10
1年

p.8
1年

	 教材のイメージを生かしたカラフルな表紙…1年は緑，2・3上はオレンジ，2・3下は青。
	 それぞれのタイトルカラーを用いてはっきりと色分けしました。
	 また，用紙の紙質は強固で，しっかりとしたつくりになっています。
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SAMPLE
SAMPLE SAMPLE



すすんで学び合おう

曲
想
と
曲
全
体
の
構
成
と
の
関
わ
り
を
考
え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

音
楽
の
背
景
を
理
解
し
て
曲
全
体
の
構
成
を
聴き

き
取
ろ
う
。

古
代

中
世

ル
ネ
サ
ン
ス

バ
ロ
ッ
ク

古
典
派

ロ
マ
ン
派

近
代
・
現
代

ス
メ
タ
ナ

1884

1824

「ブルタバ（モルダウ）」は，作曲者スメタナの祖国チェコに対する思いを，
ブルタバ川の様子や流域の情景などに託

たく

して，音楽で表現しています。
川の流れとともに移り変わる情景を，どのようにオーケストラで表しているのかを，
作曲者の思いを感じ取りながら聴いてみましょう（zp.30「この曲に寄せる作曲者の解説」参照）。

zp.51

zp.31

比べ
てみよう

深め
てみよう

連作交
こう

響
きょう

詩
し

「我
わ

が祖国」から
ブルタバ（モルダウ）

連作交響詩「我が祖国」

第２曲
ブルタバ（モルダウ）
第３曲  シャールカ

第４曲  ボヘミアの森と草原から

第５曲  ターボル

第６曲  ブラニーク

全曲構成
 「我が祖国」は，チェコ共和国西部のボヘミア地方の伝説や自然を
題材にして作曲された，六つの楽曲からなる連作交響詩です。この
作品には，作曲当時，オーストリア帝

てい

国
こく

から独立しようとしていた祖
国に対するスメタナの思いが満ちています。
 「ブルタバ」は，この連作交響詩の２曲めにおかれた楽曲で，ボヘミ
ア地方を南北に流れるブルタバ川（ドイツ語圏

けん

ではモルダウ川）の
さまざまな姿と，周囲の景色や人

ひと

々
びと

の生活が表現されています。

楽曲について

ウィーン

プラハ

ベルリン

バルト海

北 海

ブ
ル
タ
バ
川

（
モ
ル
ダ
ウ
川
）

エ
ル
ベ
川

ポーランド

ドイツ

オーストリア

スロバキアスロバキア
チェコ

デンマデンマーク

現在のヨーロッパ地図

　19世紀の中頃
ごろ

に成立した，自然や文学的な内容などを，オーケ
ストラを用いて自由な形で描

えが

く音楽のことです。

交響詩とは

第１曲  ビシェフラト（高い城）

プラハの街を流れるブルタバ川

スメタナ 作曲

「ブルタバ（モルダウ）」が描くさまざまな情景

ブルタバの
二つの水源

フルート（最初の水源）

クラリネット（第2の水源）

クラリネットフルート

聴き取ったり気づいたりしたことを記録しておこう。

26 27

ヴァイオリン， ヴィオラ， チェロ

第1ヴァイオリン， クラリネット

原曲のチェコ民
みん
謡
よう
を

変形しています。
（譜

ふ
例
れい
は第１ヴァイオリン）

ブルタバの
主題

ホルン
森  － 狩

か

り

月，
水の精の踊

おど

り

フルート

村の（田
い な か

舎の）
結
けっ

婚
こん

式

第1ヴァイオリン， オーボエ

オーボエヴァイオリン

ホルン ブルタバの
主題 第1ヴァイオリン， オーボエ

聖ヨハネの急流
金管楽器， チェロ， コントラバス， 打楽器（譜例はホルン，チェロ，コントラバス）

シンバルコントラバス

ティンパニ

聴
き

き取ったり気づいたりしたことを記録しておこう。

ホルンの祖先は，
狩
しゅ

猟
りょう

の時の合図に
用いられたそうよ。

聴き取ったり気づいたりしたことを記録しておこう。

ブルタバ（モルダウ）

28 29

すすんで学び合おう

トロンボーン
チューバ

シベリウスが作曲した「フィンランディア」は，フィンランドの独立運動の
精神と深く関わっています。この曲には，後に「フィンランディア賛歌」として
有名になる部分があります。楽曲を大きく四つに分け，
それぞれの曲想を感じ取り，作曲者の思いを想像しながら鑑

かん

賞
しょう

してみましょう。

曲
想
の
変
化
を
感
じ
取
り
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

音楽の表現とフィンランドの独立を願った
シベリウスの思いなどについて発表し交流してみよう。

ジャン・シベリウス
［1865- 1957］

トランペットなどのファンファーレが始まる部分

トランペット

オーボエ

トランペット
ホルン

チューバ

感じ取った曲想と
その変化をまとめながら
鑑賞してみましょう。

冒
ぼう

頭
とう

部

後に「フィンランディア賛歌」となる部分

曲の終わりの部分

交
こ う

響
きょう

詩「フィンランディア」シベリウス 作曲

　この作品はブルタバの流れを描
びょう

写
しゃ

している。それは暖かいほうと冷たいほうの二つのブルタバの
最初の源に耳をそばだて，それから二つの川の合流をたどる。そして広い草原と森を通り抜

ぬ

け，楽しい
祭りを祝っている人

ひと

々
びと

のいる地方を通って，ブルタバの流れを追っていく。銀色の月光のもとに水の精
が輪

りん

舞
ぶ

を舞
ま

い，誇
ほこ

らしげな城や，いかめしい廃
はい

墟
きょ

が荒
あら

々
あら

しい岩で変形してしまった所も通り過ぎてい
く。ブルタバは，聖ヨハネの急流では泡

あわ

立ち渦
うず

巻く。それから幅
はば

広い流れとなって，プラハに流れ込
こ

む
と，ビシェフラトの城がその岸辺に姿を現す。ブルタバは厳

おごそ

かに流れ進み，見えなくなって，ついにエ
ルベに注ぎ込む。

この曲に寄せる作曲者の解説

作曲者  スメタナについて

　チェコのボヘミア地方出身。プラハでピアノと作曲を学んだ後，ス
ウェーデンで指揮者として活

かつ

躍
やく

。1861年にチェコの独立運動に参加する
ために祖国に戻

もど

ると，新しい国民音楽の創作に力を注ぎました。スメタ
ナはチェコ国民楽派の創始者といわれています。

ベドルジフ・スメタナ
［1824- 1884］

ピッコロ， フルート， オーボエ， 第1ヴァイオリン

木管・金管楽器

チェコ民
みん
謡
よう
がそのまま

用いられています。

ブルタバ ,  
広
ひろ

々
びろ

とした流れ

ビシェフラトの
モチーフ

（譜
ふ
例
れい
はフルート）

 それぞれの情景を表すために，
 スメタナはどんな
 工

く

夫
ふう

をしたのかな？

 ビシェフラト…「我
わ

が祖国」の第1曲め（zp.26「全曲構成」参照）。

 ビシェフラトの城…チェコ建国の女
め

神
がみ

が結
けっ

婚
こん

した居城のこと。

ブルタバ（モルダウ）

30 31

学習の見通しがもてます1

中学音楽の特色

スメタナと同じ国民楽派，
シベリウスの交響詩
「フィンランディア」
と比較鑑賞することで
確かな学びが期待できます。

比べてみよう

p.26
2・3下

p.28
2・3下

p.31
2・3下

主体的・対話的で深い学び
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，進んで学び合う鑑賞の活動が
展開できるように工夫しました。聴き取ったり感じ取ったりしたことを「話し合おう」によって
協働的な活動が展開できるように工夫しました。

2・3下 主要教材「ブルタバ（モルダウ）」の場合
すすんで学び合おう

聴き取ったり
気づいたりしたことを記録して，
対話的な活動につなげます。

きく
鑑賞

8 9



くいしんぼうのラップ

…二分音
おん

符
ぷ

を１
いっ

拍
ぱく

とした二拍
びょう

子
し

全体の構成を理解して表現を楽しもう

36 37

はじめに 日本語には，自然や動物，物などが発する音や，様子を表す言葉がたくさんあります。

ヒヒーン，モォー，パカパカ，ガタゴト，ガッシャーン，
しーん，ふわふわ，わくわく，ゆらゆら，どきどき　など

例

表
現
し
た
言
葉
の
ど
れ
か
に
、

楽
器
の
音
を
重
ね
た
り
動
作
を
加
え
た
り
す
る
と
、

さ
ら
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ね
。

活動 3
テーマにそった簡単なストーリーを想像し，構成や言葉の重ね方を工夫して，
イメージに合った音楽をつくろう。始め方と終わり方も工夫しよう。

公園にハトやスズメが餌
えさ

を求めてどんどん集まってくる。ストーリー A

B

Á

犬がほえると，鳥たちが一
いっ

斉
せい

に飛び立ち，公園に静
せい

寂
じゃく

が訪
おとず

れる。

再び鳥たちが集まりだし，公園がにぎやかさを取り戻
もど

す。

左ページの「活動 1 」～「活動 3 」を参考にして，
次の「活動 4 」～「活動 6 」の順番で音楽をつくってみよう。

活動 4

テーマ

言 葉

活動 5

ア イ ウ エ

活動 6

ストーリー

活動 1 ５～６人のグループになり，表現したいテーマを決め，さまざまな言葉で表してみよう。

「公園のハトやスズメたち」テーマ

ハト …「ポッポー」「クルックー」　スズメ …「チュンチュン」「チチーチー」言 葉

例

もう一度，簡単なストーリーや集めた言葉を検討し，
交流したことを参考に作品をつくり直してみよう。もっと楽しもう

全体の構成を
考えながら音楽をつくろう

音の
スケッチ

例

活動 2 「活動 １」で表した言葉をカードにして，繰
く

り返したり重ねたりしてテーマを表現してみよう。

ポッポーア クルックーイ チュンチュンウ チチーチーエ
例

ア

イ

エ

ウ

A B Á

ア

イ

ウ

エ

構成図

構成図

言
葉
の
つ
な
げ
方
や
重
ね
方
、
全
体
の
ま
と
ま
り
を
工く

夫ふ
う

し
て
音
楽
を
つ
く
ろ
う
。

言
葉
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
す
言
葉
を
選
ぼ
う
。

34 35

1年 全体の構成を考えながら音楽をつくろうは，
５～６人のグループで表現したいテーマを決め，さまざまな言葉で表し，
イメージに合った音楽をつくっていきます。

p.34に続けて，声や身近な楽器を取り入れた活動のページ
Let’s Try! 全体の構成を理解して表現を楽しもう
「くいしんぼうのラップ」を表現することで，
構成，リズム，テクスチュアの学習をさらに深めることができます。

p.34
1年

p.36
1年

学習の見通しがもてます1

主体的・対話的で深い学び
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，
進んで学び合う創作の活動が展開できるように工夫しました。協働的な活動によって，
イメージを共有したりイメージに合った音楽をつくったりするように工夫しました。

中学音楽の特色

つくる
創作

10 11

SAMPLE
SAMPLE



古こ

墳ふ
ん

飛あ
す
か鳥

奈な

良ら

平へ
い

安あ
ん

江え

戸ど

明め
い

治じ

箏曲「六段の調」は，箏
そう

（こと）のための器楽曲です。箏の音
ね

色
いろ

（おんしょく），この楽曲に使われている音階，
六つの段（部分）からなる曲全体の構成に気をつけて聴いてみましょう。

（伝）八
やつ

橋
はし

検
けん

校
ぎょう

 作曲箏
そ う

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」

箏について

　箏は奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

の楽器として，中国大陸から伝えられた楽器です。その後，少しずつ改良が加えられ，現
在のような形になりました。箏の本体は，通常，桐

きり

でできています。各部は竜
りゅう

の体にたとえて，竜
りゅう

頭
とう

，竜
りゅう

尾
び

，
竜
りゅう

角
かく

などと呼ばれます。

〈平調子〉

柱
じ

… 各弦
げん

ごとに一つずつ柱を立てます。
柱の位置を変えて調

ちょう

弦
げん

をします。
竜角

糸（弦）…普通は13本です。

竜尾 竜頭

磯
いそ

猫
ねこ

足
あし

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

　右手に付ける爪
つめ

には角爪と丸爪があり，流
派によって用いる爪が異なります。

箏の調子について

　箏の調弦の仕方はいろいろありますが，この曲には
「平

ひら

調
ぢょう

子
し

」という調弦の仕方が用いられています。

一の弦をホ
4

にした場合

角
かく

爪
づめ

丸
まる

爪
づめ

一弦
げん

名
めい

… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗
と

為
い

巾
きん

〈各段の初めの部分を五線譜
ふ

と唱歌で表した例〉

楽曲について

　八橋検校が作曲したと伝えられている「六段の調」は，箏曲の段
だん

物
もの

の代表的な曲です。六つの段（部分）から
なり，各段は初段を除いて同じ拍

はく

数
すう

になっています（初段のみ導入部の４拍分が多い）。
　また，この曲をはじめ，日本の伝統音楽は伝承の仕方によって，音やリズム，唱

しょう

歌
が

が異なる場合があります。

初 段 眼
がん

龍
りゅう

義
よし

治
はる

  構成

三 段

二 段

四 段

五 段

六 段

導入部

オ…押
お

し手
で

　後オ…後押し　ヒ…引き色　 …一の弦を弾
ひ

く
サーラリン…裏

うら

連
れん

を表す唱歌。短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）の後に，高い音から低い音へ連続的に速く弾くこと。

唱歌を意識して聴くと
音色やリズムがよくわかるわね。

「六段の調」は緩
ゆる

やかな速度で始まり，段ごとにしだいに速くなり，
最後の部分で速度を緩めて終わります。
速度の変化を聴き取ってみましょう。

鎌か
ま

倉く
ら

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う 

室む
ろ

町ま
ち 

戦せ
ん

国ご
く

安あ

土づ
ち

桃も
も

山や
ま

八
橋

検
校

生い
く

田た

流

箏
曲
を

創
始

黒く
ろ

沢さ
わ

琴き
ん

古こ

山や
ま

田だ

流
箏
曲
の
誕
生

［1614 - 1685］

［1710 - 1771］

段物… 一曲がいくつかの段（部分）からなる，歌の入らない器楽曲。
検校… 当時，目の不自由な音楽家たちが所属した，当

とう

道
どう

と呼ばれる職業組織での最高の職位。
唱歌… 楽器の音をまねしてうたうもので，旋

せん

律
りつ

や奏法を覚えたり，伝えたりするために使う。

zp.63

zp.51

比べ
てみよう

深め
てみよう

唱歌

箏そ
う

曲き
ょ
く

や
尺し

ゃ
く

八は
ち

曲
の
共
通
点
や
相そ

う

違い

点
を
捉と

ら

え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

用
い
ら
れ
る
音
階
や
曲
の
構
成
な
ど
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
聴き

き
取
ろ
う
。

48 49

　箏の調弦では，基準となる音の高さは
固定されていません。右の譜

ふ

例
れい

は一の弦
をホ

4

音にした場合です。

箏の調
ちょう

弦
げん

　平
ひら

調
ぢょう

子
し

例

〈平調子〉

一弦
げん

名
めい

… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗
と

為
い

巾
きん

縦
たて

譜
ふ

の読み方 「さくらさくら」の最初と最後の部分

最後の部分 最初の部分

…
休
む
（
ま
た
は
音
を
止
め
る
）。

唱
歌
… 

楽
器
の
音
を
ま
ね
る
な
ど
し
て

 

う
た
う
も
の
。

…
前
の
音
を
の
ば
す
。

唱
しょう

歌
が

歌詞
弦名（弾く弦を表す）

親指による基本的な奏法（角
かく

爪
づめ

の場合） 弾く弦はわかりやすいように着色してあります。

右手のポジション

薬指を，親指で弾く弦の
3～ 4 本先の弦に掛

か

け
て，手首を安定させます。

左手のポジション 弾き方

左手は，九か十の弦の柱
じ

の左側に軽くそえておき
ます。

爪
つめ

で上から押
お

さえるよう
に弾きます。

弾いた後は，次の弦に当
てて止め，はね上げない
ようにします。

後奏の例

後奏の例 を参考にして，「さくらさくら」の後奏にふさわしい旋
せん

律
りつ

を，唱歌を唱えながらつくってみよう。

チン，テン，ツン…１音だけ弾く。チンは高く，テン，ツンの順に低くなる。さらに低い音はトン。
シャン，シャ…２本の弦を一

いっ

緒
しょ

に弾く。　コロリン…３本の連続した弦を手前から順番に弾く。
サーラリン…巾の弦を短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）で弾いた後，低い音（ここでは六の弦）へ向かって連続的に速く弾くこと。

用いている主な唱歌

拍１2

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう

拍
の
最
後
の
ほ
う
で
弾
く
。

前
の
音
を
繰く

り
返
し
て
弾
く
。

１
いっ

拍
ぱく

52 53

わが国の箏
そう

（こと）は，奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

に用いる
楽器として中国大陸から伝わりました。
現在，中国にはグージォン（古

こ

箏
そう

）と呼ばれる楽器があります。
また，朝

ちょう

鮮
せん

半島にも同じように伝わったと考えられる，
カヤグム（伽

か

耶
や

琴
きん

）と呼ばれる楽器があります。
いずれも箏と同じ発音原理と構造をもっています。

日本とアジアをつなぐ音

グージォン  
「漁舟唱晩」

箏曲「六段の調
しらべ

」と比較して，グージォン「漁
りょう

舟
しゅう

唱
しょう

晩
ばん

」やカヤグム「サンジョ」を鑑賞し，
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

カヤグム  
「サンジョ」

カヤグム

グージォンは，箏と同じ構造をもつ中国に伝わる弦
げん

楽器です。現在はナイ
ロンを巻いた金属製の弦を使うことが多く，両手に付けた爪

つめ

を使って演奏
します。音

ね

色
いろ

（おんしょく）や奏法などに着目しながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

カヤグムは，朝鮮半島に伝わる弦楽器で，
12本の絹糸の弦を，爪を付けずに演奏し
ます。チャンゴと呼ばれる太

たい

鼓
こ

とともに表
現することがあります。箏やグージォンと
比較しながら鑑賞してみましょう。

朝鮮半島

中国グージォン

音
楽
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

箏 日本

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

グージォン：謝
シャ

 雪
セツ

梅
バイ

カヤグム：李
イ

 明
ミョン

姫
ヒ

学習資料  日本とアジアのことz巻末62 63

わが国の箏
そう

（こと）は，奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

に用いる
楽器として中国大陸から伝わりました。
現在，中国にはグージォン（古

こ

箏
そう

）と呼ばれる楽器があります。
また，朝

ちょう

鮮
せん

半島にも同じように伝わったと考えられる，
カヤグム（伽

か

耶
や

琴
きん

）と呼ばれる楽器があります。
いずれも箏と同じ発音原理と構造をもっています。

日本とアジアをつなぐ音

グージォン  
「漁舟唱晩」

箏曲「六段の調
しらべ

」と比較して，グージォン「漁
りょう

舟
しゅう

唱
しょう

晩
ばん

」やカヤグム「サンジョ」を鑑賞し，
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

カヤグム  
「サンジョ」

カヤグム

グージォンは，箏と同じ構造をもつ中国に伝わる弦
げん

楽器です。現在はナイ
ロンを巻いた金属製の弦を使うことが多く，両手に付けた爪

つめ

を使って演奏
します。音

ね

色
いろ

（おんしょく）や奏法などに着目しながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

カヤグムは，朝鮮半島に伝わる弦楽器で，
12本の絹糸の弦を，爪を付けずに演奏し
ます。チャンゴと呼ばれる太

たい

鼓
こ

とともに表
現することがあります。箏やグージォンと
比較しながら鑑賞してみましょう。

朝鮮半島

中国グージォン

音
楽
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

箏 日本

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

グージォン：謝
シャ

 雪
セツ

梅
バイ

カヤグム：李
イ

 明
ミョン

姫
ヒ

学習資料  日本とアジアのことz巻末62 63

主要教材 
箏曲「六段の調」を
鑑賞します。

p.48
1年

Let’s Try! 箏を弾いてみよう
「さくらさくら」を実際に箏で弾きます。
後奏の創作にもチャレンジします！

自分の考え方や見方，感じ取った曲想などを
まとめて交流する「話し合おう」を設定しました。
言語活動の充実と，他者と協働し
対話的な活動が展開できる紙面構成になっています。

p.52
1年

p.63
1年

音楽文化の理解が深まります2

わが国や郷土の伝統音楽
わが国や郷土の伝統音楽のよさを味わい愛着をもつことができるように，
鑑賞と表現の活動を関連づけています。

日本とアジアをつなぐ音
箏と同じ発音原理の楽器，
中国のグージォン，
朝鮮半島のカヤグムを鑑賞して
音楽文化の理解を深めます。

深めてみよう

中学音楽の特色

きく
鑑賞

12 13



天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55

60

天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55

60

獅子舞zp.47
鹿踊zp.46

能「羽
は

衣
ごろも

」zp.59

音が鳴る仕組みが同じ楽器をそれぞれから選び，他の楽器との重ね方・組み合わせ方，
リズムや旋

せん

律
りつ

の特徴，自分が着目したことなどを比
ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

選んだ楽器

鹿踊（ししおどり）や獅
し

子
し

舞
まい

，能で用いられる楽器についても比較しながら整理してみよう。

他の楽器との
重ね方・組み合わせ方

自分が着目したこと

雅
が

楽
がく

に用いられる楽器 オーケストラに用いられる楽器

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

雅楽「越
え

天
てん

楽
らく

」zp.40 交
こう

響
きょう

曲
きょく

第５番zp.34

リズムや旋律の特徴

何が同じで, 何が違
ち が

う？
用いられる楽器から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

56

それぞれの舞台芸術の表現を鑑
かん

賞
しょう

して，音楽の役割やその特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

音楽の役割

文
ぶん

楽
らく

やバレエ，ジンジュ〈京
きょう

劇
げき

〉についても比較しながら整理してみよう。

音楽の特徴

自分が着目したこと

歌
か

舞
ぶ

伎
き

「勧
かん

進
じん

帳
ちょう

」 オペラ「アイーダ」

それぞれの音楽の役割や特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして，気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

歌舞伎「勧進帳」zp.38 オペラ「アイーダ」zp.32

何が同じで, 何が違
ち が

う？
舞
ぶ

台
たい

芸術の表現から，音楽の特
とく

徴
ちょう

をみていこう。

バレエ「白鳥の湖」zp.37文楽「義
よし
経
つね
千
せん
本
ぼん
桜
ざくら」zp.42

〉についても比較しながら整理してみよう。

ジンジュ「西
さい
遊
ゆう
記
き
」zp.52

50

2・3上では，
雅楽「越天楽」（平調）と
「交響曲第5番」（ベートーヴェン）
で用いる楽器を比較し，
さまざま特徴について
まとめます。

2・3下では，
1600年ごろに生まれた
舞台芸術，歌舞伎とオペラを
鑑賞し，音楽の役割や特徴，
自分が着目した点を
比較します。

p.56
2・3上

p.50
2・3下

1年では，八木節（日本），
ホーミー（モンゴル），
「魔王」（ドイツリート）
を比較し，特徴や着目した
ことを自分の言葉で
整理していきます。

p.60
1年

音楽的な見方・考え方を活用して，
自分なりの考えをまとめます

音楽文化の理解が深まります2

共通性と固有性
各学年に設けた「何が同じで，何が違う」では，さまざまな音楽について
共通性と固有性を考えます。特徴を理解するための書き込み欄を設けたり，
「話し合おう」を設定したりしました。学習の実態に応じて，柔軟に取り扱ってください。

中学音楽の特色

きく
鑑賞
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辻
つじ

堂
どう

海岸（神
か

奈
な

川
がわ

県）
林
はやし

 古
こ

溪
けい

は，幼少期を過ごした辻堂海岸をイメージして，
「浜辺の歌」を作詞したといわれています。

 「浜
はま

辺
べ

の歌」について成
なり

田
た

為
ため

三
ぞう

は昭
しょう

和
わ

16年から作
曲の教授をしていた東

とう

京
きょう

高等音楽学院（現在の国
くに

立
たち

音楽大学）での弟
で

子
し

に次のように語ったという。
 「この曲は正しく歌われていません。みんなテンポ
が遅

おそ

いんですよ。もっとサラリと歌うとよいのです。」
 「浜辺の歌の成田為三」から

A  M e s s a g e  f o r  Y o u

 

今
日
も
き
の
う
も  

雪
の
空

 

今
日
も
き
の
う
も  
雪
の
空

三 

春
と
聞
か
ね
ば  

知
ら
で
あ
り
し
を

 

聞
け
ば
急せ

か
る
る  

胸
の
思
い
を

 

い
か
に
せ
よ
と
の  

こ
の
頃ご

ろ

か

 

い
か
に
せ
よ
と
の  

こ
の
頃
か

　吉
よし

丸
まる

一
かず

昌
まさ

は，1912年（明
めい

治
じ

45年・大
たい

正
しょう

元年）から
1914年（大正3年）までの間に，全十集75曲の「新作唱
歌」を発表。すべて吉丸の作詞で，作曲は東京音楽学校
（現在の東京芸術大学）卒業の若手を起用した。「早春
賦」はその第三集（1913年2月刊）に掲

けい

載
さい

されている。
 出典「望郷の歌 吉丸一昌」吉

よし

田
だ

 稔
みのる

農
のう

具
ぐ

川
がわ

（長
なが

野
の

県）

「早
そう

春
しゅん

賦
ふ

」が生まれた背景

一 

あ
し
た
浜
辺
を

 

さ
ま
よ
え
ば

 

昔
の
こ
と
ぞ

 

し
の
ば
る
る

 

風
の
音
よ

 
雲
の
さ
ま
よ

 
寄
す
る
波
も

 

か
い
の
色
も

二 

ゆ
う
べ
浜
辺
を

 

も
と
お
れ
ば

 

昔
の
人
ぞ

 

し
の
ば
る
る

 

寄
す
る
波
よ

 

か
え
す
波
よ

 

月
の
色
も

 

星
の
か
げ
も

浜
は ま

辺
べ

の歌

早
そ う

春
し ゅ ん

賦
ふ

一 

春
は
名
の
み
の  

風
の
寒
さ
や

 

谷
の
鶯

う
ぐ
い
す  

歌
は
思
え
ど

 

時
に
あ
ら
ず
と  

声
も
立
て
ず

 

時
に
あ
ら
ず
と  

声
も
立
て
ず

二 

氷
解
け
去
り  

葦あ
し

は
角つ

の

ぐ
む

 

さ
て
は
時
ぞ
と  

思
う
あ
や
に
く

zp.14

zp.16吉丸一昌  作詞／中
なか

田
だ

  章
あきら

  作曲

 林  古溪  作詞／成田為三  作曲

口絵①

A  M e s s a g e  f o r  Y o u

　ふっと目に浮
う

かんだのが水
みず

芭
ば

蕉
しょう

がいっ
ぱい咲

さ

いている風景でした。（群
ぐん

馬
ま

県の）
沼
ぬま

田
た

から片
かた

品
しな

へ行って，片品の戸
と

倉
くら

の入
り口で水芭蕉がいっぱい咲いている風景
を見たことがあったんです。それはもう戦
争が終わる一年二，三か月前のできごと
だと思います。とにかく果てから果てまで
水芭蕉が咲いていまして。何も書けなかっ
た時にふっと浮かび上がったの，水芭蕉
を書いてみようと。（江

え

間
ま

 章
しょう

子
こ

）
 「唱歌のふるさと うみ」から

　この曲は，昭和24年，NHKのラジオ歌
か

謡
よう

として作曲し，放送されました。
　日本語は，抑

よく

揚
よう

が大切なので，言葉を
生かし，正しい日本語に聞こえるように作
曲しました。（中

なか

田
だ

 喜
よし

直
なお

）

浮
う

き島

石
しゃく

楠
な

花
げ

尾
お
瀬
ぜ
ヶ
が
原
はら
の

位置

新潟県

福島県

群馬県

にいがた

ふくしま

水芭蕉

三県にまたがる日本有数の湿
しつ

原
げん

地帯

夏の思い出

一 

夏
が
く
れ
ば  

思
い
出
す

 

は
る
か
な
尾お

瀬ぜ  

遠
い
空

 

霧き
り

の
な
か
に  

う
か
び
く
る

 

や
さ
し
い
影か

げ  

野
の
小こ

径み
ち

 

水み
ず

芭ば

蕉し
ょ
う

の
花
が  

咲さ

い
て
い
る

 

夢
み
て
咲
い
て
い
る  

水
の
辺ほ

と

り

 

石し
ゃ
く

楠な

花げ

色い
ろ

に  

た
そ
が
れ
る

 

は
る
か
な
尾
瀬  

遠
い
空

二 

夏
が
く
れ
ば  

思
い
出
す

 

は
る
か
な
尾
瀬  

野
の
旅
よ

 

花
の
中
に  

そ
よ
そ
よ
と

 

ゆ
れ
ゆ
れ
る  

浮う

き
島
よ

 

水
芭
蕉
の
花
が  

に
お
っ
て
い
る

 

夢
み
て
に
お
っ
て
い
る  

水
の
辺
り

 

ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば  

懐な
つ

か
し
い

 

は
る
か
な
尾
瀬  

遠
い
空

zp.14

 尾瀬ヶ原

 江間章子  作詞／中田喜直  作曲

口絵①

一 

春
の
う
ら
ら
の 

隅す
み

田だ

川が
わ

 
の
ぼ
り
く
だ
り
の 

船ふ
な

人び
と

が

 
櫂か

い

の
し
ず
く
も 

花
と
散
る

 

な
が
め
を
何
に 

た
と
う
べ
き

二 

見
ず
や
あ
け
ぼ
の 
露つ

ゆ

浴あ

び
て

 

わ
れ
に
も
の
言
う 
桜さ

く
ら

木ぎ

を
 

見
ず
や
夕
ぐ
れ 

手
を
の
べ
て

 

わ
れ
さ
し
ま
ね
く 

青あ
お

柳や
ぎ

を

三 

錦に
し
き

お
り
な
す 

長ち
ょ
う

堤て
い

に

 

く
る
れ
ば
の
ぼ
る 

お
ぼ
ろ
月

 

げ
に
一
刻
も 

千
金
の

 

な
が
め
を
何
に 

た
と
う
べ
き

花

隅田川（東
とう

京
きょう

都）

z口絵②, p.12

武
たけ

島
しま

羽
は

衣
ごろも

  作詞
滝
たき

  廉
れん

太
た

郎
ろう

  作曲

左 明
めい

治
じ

時代の隅田川の様子。
　「花」は1900年（明治33年）に作曲されました。
下 武島羽衣自筆の「花」の歌

か

碑
ひ

（隅田公園）。

左左 明
めい

　「花」は1900年（明治33年）に作曲されました。
下 武島羽衣自筆の「花」の

口絵①

歌唱共通教材  掲載学年

「浜辺の歌」辻堂海岸（神奈川県） 「早春賦」農具川（長野県）

「花」
現在と明治時代の
隅田川（東京都）

「夏の思い出」尾瀬ヶ原

1年

2・3上

2・3下

音楽を愛好する心情を育てます3

わが国の自然や四季の美しさ
わが国の自然や四季，文化，そして日本語の美しさを味わえる歌唱共通教材は，
楽曲ゆかりの地を巻頭から美しいビジュアルで表しました。

中学音楽の特色

1年

２・３年 上

２・３年 下

「夏の思い出」「赤とんぼ」

「浜辺の歌」「早春賦」「花の街」

「花」「荒城の月」

うたう
歌唱

16 17
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打
ち
も
の

弾ひ

き
も
の

吹ふ

き
も
の

中
国

朝ち
ょ
う

鮮せ

ん

半
島

日
本

　東北地方に伝わる三味線
で，民謡の伴

ばん

奏
そう

の他に独奏や
重奏などで演奏することがあ
ります。棹

さお

が太く，ばちを弦
げん

に
打ちつけるようにして弾くなど
の特

とく

徴
ちょう

があります。

津
つ

軽
が る

三
じ ゃ

味
み

線
せ ん

　沖
おき

縄
なわ

や奄
あま

美
み

で伝統的に使
われてきた楽器で，中国の
三
サン

弦
シエン

に由来します。

三
さ ん

線
し ん

郷土の民
み ん

謡
よ う

に用いられる楽器  zp.30

　篠笛は日本の民
みん

俗
ぞく

芸能と
ともに誕生し発展してきた楽
器と考えられています。篠竹
という竹を切り取って作るの
で篠笛と呼ばれます。

篠
し の

笛
ぶ え

　両面の皮をひもで締
し

め合う構造
です。皮の張り具合を調整して，演
奏種目や曲目などに合った音の高
さや音

ね

色
いろ

（おんしょく）にします。

締
し め

太
だ い

鼓
こ

　尺八は竹で作られ，最もよく使われる
長さが一尺八寸（約54cm）であったこと
から尺八と呼ばれるようになりました。

尺
しゃく

八
は ち

　皮を胴に鋲
びょう

で留めた構
造の太

たい

鼓
こ

で，大太鼓や鋲打
ち太鼓とも呼ばれます。

長
な が

胴
ど う

太
だ い

鼓
こ

　当
あた

り鉦
がね

やチャンチキとも呼
ばれ，右手に持った角

つの

撞
しゅ

木
もく

（鹿の角を先
せん

端
たん

に付けた打
ち棒）で打ちます。

鉦
か ね

　ヴァイオリンは擦
さつ

弦
楽器（ヴァイオリン，ヴィ
オラ，チェロ，コントラバ
ス）の中で最も小さく，
最も高い音の出せる楽
器です。

ヴァイオリン 　ヴィオラは基本的に
はヴァイオリンと同じ構
造ですが，ヴィオラのほ
うが大きく，より低い音
に調弦します。

ヴィオラ

　コントラバスはオー
ケストラの低音域を受
けもちます。演奏すると
きは立つか，座面の高
い椅

い

子
す

に浅く腰
こし

かけて
弾きます。

コントラバス

弦
げ ん

楽
が く

アンサンブルに用いられる楽器  zp.61

　チェロはヴィオラより
1オクターヴ低く調弦し
ます。エンド･ピンを使っ
て床

ゆか

に立て，椅子に腰
かけて演奏します。

チェロ

で留めた構

日本とアジアのこと

　朝鮮半島に伝わる弦楽器で，12本の絹
糸の弦を，爪を付けずに演奏します。歌や
チャンゴと呼ばれる太鼓とともに演奏するこ
とがあります。

カヤグム（伽
か

耶
や

琴
き ん

）

　箏は，雅
が

楽
がく

に用いる楽器として伝わって
きたものが始まりで，時代や作曲者によって
さまざまな発展をしてきました。弦の数は13
本が一

いっ

般
ぱん

的ですが，現在では17本，20本，
25本などの弦をもつ箏もあります。

箏
そ う

（こと）

　中国に伝わる弦楽器です。現在はナイロ
ンを巻いた金属製の21本の弦を用いるこ
とが多く，両手に付けた爪

つめ

で演奏します。

グージォン（古
こ

箏
そ う

）

 zp.63

箏，グージォン，カヤグムは，ともに弦の本数に応じて柱
じ

があります。形や素材の違
ちが

いはありますが，どれも取り外すことができます。

口絵③ 口絵④

さまざまな舞
ぶ

台
たい

芸術

オペラ
Opera

 zp.32 ‒36

アイーダ

ミュージカル
Musical

 zp.52

ウエストサイド物語

バレエ
Ballet

 zp.36 ‒37

ジンジュ
〈京

きょう

劇
げ き

〉

Beij ing Opera

 zp.52

ボレロ

白鳥の湖

西
さい

遊
ゆう

記
き

 z2・３上 p.32

能
Noh

z2・３上 p.59 ‒63

勧
かん

進
じん

帳
ちょう

義
よし

経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

羽
は

衣
ごろも

文
ぶ ん

楽
ら く

Bunraku

 zp.42 ‒43

歌
か

舞
ぶ

伎
き

Kabuki

 zp.38 ‒41
 zp.44 ‒45

口絵③ 口絵④

学習
資料

郷土の民謡に用いられる楽器／
弦楽アンサンブルに
用いられる楽器／
日本とアジアのことは，
楽器の紹介にとどまらず，
日本・西洋・アジアの音楽文化までを
俯瞰することができます。

さまざまな舞台芸術では，
日本・西洋・アジアの
さまざまな舞台芸術を一望できます。

巻末
2・3下

巻末
1年

音楽を愛好する心情を育てます3

ワイドなビジュアル図鑑
鑑賞教材の学習資料（巻末）は，折込を利用した3ページ構成でワイドなビジュアル図鑑です。
多様な情報を見渡せ，学ぶ楽しさが広がってゆきます。

中学音楽の特色
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強
弱
の
変
化
や
転
調
の
効
果
を
生
か
し
て
、
合
わ
せ
て
歌
お
う
。

歌のアルバム

表
現
し
て
み
よ
う

ほらね、

76 77

歌のアルバム「ほらね、」

「青空へのぼろう」
「夏の思い出」
「明日を信じて」
「あの丘の向こうから」
「ソーラン節」

主要教材

「アニー・ローリー」
「赤とんぼ」
「飛び立とう君の空へ」
「かりぼし切り歌」

比べてみよう

「希望という名の花を」
「この道」
「谷茶前」

深めてみよう

「海が明けるよ」
「夢は大空を駈ける」
「君と歩こう」
「心をこめて」
「ほらね、」
全校合唱「故郷」	（同声二部）

歌のアルバム

歌唱教材曲一覧

充実した歌唱教材のラインアップです。
「歌のアルバム」に収めた教材にも学びのポイント「表現してみよう」を示しています。

表現を工夫したい点について

「生命が羽ばたくとき」の強弱は，

しだいに強くなって
いくんだね。

速度や強弱に関する記号（ の部分）を記入し，旋
せん

律
りつ

の特
とく

徴
ちょう

や主旋律のパートと他のパートとの関わり，
曲の山場（クライマックス）などについて，気づいたことを余白にメモしよう。

＝ ぐらい

A

B

C

感じ取った曲想について

示された速度
（ =86）で

指揮してみましょう。

女声パートを男声パートが
追いかけるように
なっているのね。

A

B

C

表現を工夫したい点について

感じ取った曲想について

表現を工夫したい点について

感じ取った曲想について

A ～ C ごとに，感じ取った曲想や表現を工
く

夫
ふう

したい点を下の表にまとめてみよう。
また，指揮の振

ふ

り方についても考えてみよう。

生
い の ち

命が羽ばたくとき

8 9

学習を支える「まなびリンク」

「まなびリンク」は学習に役立つ情報を集めた教育出版のウェブサイトです。
教科書の内容にリンクした動画，音声，ワークシートをご活用いただけます。

目次の右ページ下方にあるURLまたは二次元バーコードから，
アクセスしてご利用いただけます。

p.9
2・3上

辻
つじ

堂
どう

海岸（神
か

奈
な

川
がわ

県）
林
はやし

 古
こ

溪
けい

は，幼少期を過ごした辻堂海岸をイメージして，
「浜辺の歌」を作詞したといわれています。

 「浜
はま

辺
べ

の歌」について成
なり

田
た

為
ため

三
ぞう

は昭
しょう

和
わ

16年から作
曲の教授をしていた東

とう

京
きょう

高等音楽学院（現在の国
くに

立
たち

音楽大学）での弟
で

子
し

に次のように語ったという。
 「この曲は正しく歌われていません。みんなテンポ
が遅

おそ

いんですよ。もっとサラリと歌うとよいのです。」
 「浜辺の歌の成田為三」から

A  M e s s a g e  f o r  Y o u

 

今
日
も
き
の
う
も  

雪
の
空

 

今
日
も
き
の
う
も  

雪
の
空

三 

春
と
聞
か
ね
ば  

知
ら
で
あ
り
し
を

 

聞
け
ば
急せ

か
る
る  

胸
の
思
い
を

 

い
か
に
せ
よ
と
の  

こ
の
頃ご

ろ

か

 

い
か
に
せ
よ
と
の  

こ
の
頃
か

　吉
よし

丸
まる

一
かず

昌
まさ

は，1912年（明
めい

治
じ

45年・大
たい

正
しょう

元年）から
1914年（大正3年）までの間に，全十集75曲の「新作唱
歌」を発表。すべて吉丸の作詞で，作曲は東京音楽学校
（現在の東京芸術大学）卒業の若手を起用した。「早春
賦」はその第三集（1913年2月刊）に掲

けい

載
さい

されている。
 出典「望郷の歌 吉丸一昌」吉

よし

田
だ

 稔
みのる

農
のう

具
ぐ

川
がわ

（長
なが

野
の

県）

「早
そう

春
しゅん

賦
ふ

」が生まれた背景

一 

あ
し
た
浜
辺
を

 

さ
ま
よ
え
ば

 

昔
の
こ
と
ぞ

 

し
の
ば
る
る

 

風
の
音
よ

 

雲
の
さ
ま
よ

 

寄
す
る
波
も

 

か
い
の
色
も

二 

ゆ
う
べ
浜
辺
を

 

も
と
お
れ
ば

 

昔
の
人
ぞ

 

し
の
ば
る
る

 

寄
す
る
波
よ

 

か
え
す
波
よ

 

月
の
色
も

 

星
の
か
げ
も

浜
は ま

辺
べ

の歌

早
そ う

春
し ゅ ん

賦
ふ

一 

春
は
名
の
み
の  

風
の
寒
さ
や

 

谷
の
鶯

う
ぐ
い
す  

歌
は
思
え
ど

 

時
に
あ
ら
ず
と  

声
も
立
て
ず

 

時
に
あ
ら
ず
と  

声
も
立
て
ず

二 

氷
解
け
去
り  

葦あ
し

は
角つ

の

ぐ
む

 

さ
て
は
時
ぞ
と  

思
う
あ
や
に
く

zp.14

zp.16吉丸一昌  作詞／中
なか

田
だ

  章
あきら

  作曲

 林  古溪  作詞／成田為三  作曲

口絵①

鞨か
っ

鼓こ 

 

篳ひ
ち

篥り
き

釣つ
り

太だ
い

鼓こ

鉦し
ょ
う

鼓こ

拍

チ
ー
ラ
ー

1

2

3

4

ロ
ヲ
ル
ロ

1

2

3

4

タ
ー
ア
ル

1

2

3

4

ラ
ア
ア

1

2

3

4

チ
ー
ラ
ファ

1

2

3

4

テ
エ
リ
レ

1

2

3

4

タ

ア
ル

1

2

3

4

ラ
ア
ア

1

2

3

4

鞨
鼓 

 

篳

篥

釣
太
鼓

鉦

鼓
拍

ト
ー
ヲ
ー

1

2

3

4

フォ
ヲ
ロ
ル

1

2

3

4

ト
ー
ル
ロ

1

2

3

4

タ
ー
ロ
ル

1

2

3

4

テ
ー
リ
ラ

1

2

3

4

ト
ヲ
ロ
ル

1

2

3

4

タ
ー
ア
ル

1

2

3

4

ラ
ア
ア

1

2

3

4

音源の演奏を聴
き

きながら，唱歌で合わせてみよう。
拍
はく

やリズム，篳
ひち

篥
りき

の旋
せん

律
りつ

（塩
えん

梅
ばい

など）の特
とく

徴
ちょう

を感じ取ろう。
打ちもの（打楽器）や篳篥は，どのようにすると合うかな。

膝
ひざ

の打ち方

（上から打つ）
１，２拍

（横から打つ）
３，４拍

本
来
は
各
列
を
２
回
ず
つ
繰く

り
返
し
ま
す
。

唱
しょう

歌
が

を用いて
「越

え

天
てん

楽
らく

」を体験しよう

右
ペ
ー
ジ
の
譜ふ

に
つ
い
て

唱
歌
は
、他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

鉦し
ょ
う

鼓こ

チ
ン 

右
寄
り
の

は
右
手
の
ば
ち
で
、

 

左
寄
り
の

は
左
手
の
ば
ち
で
打
つ
。

釣つ
り

太だ
い

鼓こ

ズ
ン 

左
手
の
ば
ち
で
軽
く
打
つ
。

鞨か
っ

鼓こ

テ
ン 

右
手
の
ば
ち
で
一
打
す
る
。

ド
ー 

右
手
の
ば
ち
で
強
く
打
つ
。

 

左
手
の
ば
ち
で
少
し
先
に
打
ち
、

 

続
い
て
右
手
の
ば
ち
で
打
つ
。

チ
チ
ン

 

両
手
の
ば
ち
で
交こ

う

互ご

に
打
つ
。

 

（
こ
の
奏
法
を
「
諸も

ろ

来ら
い

」と
い
う
。）

ト
ロ
ト
ロ
…

 

左
手
の
ば
ち
で
最
初
は
緩ゆ

る

く
、

 

だ
ん
だ
ん
と
細
か
く
な
る
よ
う
に
刻
む
。

 

（
こ
の
奏
法
を
「
片か

た

来ら
い

」と
い
う
。）

テ
ン
テ
ン
…

息
つ
ぎ 

篳篥：八
や
百
お
谷
たに
 啓
さとる

越
天
楽
（
打
ち
も
の
と
篳
篥
の
唱
歌
）
作
曲
者
不ふ

詳
し
ょ
う

／
伊い

野の

義よ
し

博ひ
ろ 
採
譜
・
構
成

記
号

楽
器
名

唱
歌
な
ど

打
ち
方（
演
奏
の
仕
方
）

唱歌… 楽器の音をまねるなどしてうたうもの。
塩梅… 篳篥は同じ運指でも吹

ふ

き方によって，音の高さとともに音
ね

色
いろ

（おんしょく）や音量などを
変化させることができる。これを利用した装

そう

飾
しょく

的な奏法を塩梅と呼ぶ。

膝を打ち，
拍をとりながら
やってみましょう。

篳
篥
の
演
奏

篳
篥
の
唱
歌

（左）（右） （左）（右）

44 45

ワークシートを表示し
印刷することができます。

巻頭
2・3上

p.45
2・3上

「生命が羽ばたくとき」
「You	Can	Fly!」
「浜辺の歌」
「そよぐ風の中で」
「この星のどこかで」

主要教材

「語りあおう」
「早春賦」

比べてみよう

「大切なもの」
「花の街」
「時計台の鐘」

深めてみよう

「カントリー・ロード」
「雪の降る街を」
「HEIWAの鐘」
「ほたるの光」
全校合唱「故郷」	（混声三部）

歌のアルバム

「旅立ちの日に」
「花」
「時を越えて」

主要教材

「帰れソレントへ」
「荒城の月」

比べてみよう

「Top	of	the	World」
「荒城の月」（山田耕筰	補作編曲）
「椰子の実」

深めてみよう

「記念日～希望のバトン」
「アメージング・グレイス」
「火の山の子守歌」
「世界がひとつの家族のように」
「仰げば尊し」
「さようなら」
「大地讃頌」
全校合唱「故郷」	（混声四部）

歌のアルバム

p.76
1年

表現してみよう

例

巻頭 「夏の思い出」
p.6～，p.32～，p.38～	
p.63	「日本とアジアをつなぐ音」

巻頭 「浜辺の歌」「早春賦」
p.6～，p.26～，p.30～	
p.44	唱歌を用いて	
「越天楽」を体験しよう
p.46	郷土の音楽や芸能

巻頭 「花」
p.6～，p.22～，p.26～	
p.38	歌舞伎「勧進帳」
p.44	長唄「勧進帳」をうたおう

雅楽師による
模範演奏の
視聴ができます。

楽曲ゆかりの地や
模範演奏の
視聴ができます。

1年 ２・３年 上 ２・３年 下

1年 ２・３年 上 ２・３年 下

「早春賦」 篳篥の演奏

 主な歌唱教材曲
 （試聴）

20 21

SAMPLE



ユニット 

A
歌唱

ユニット 

B
創作

ユニット 

C
鑑賞

Ａ
〜
Ｃ
は
、活
動
例
の
ペ
ー
ジ「
す
す
ん
で
学
び
合
お
う
」

ユニット ユニット名
（題材名）

A  表現 （1） 歌唱 A  表現 （3） 創作 Ｂ  鑑賞
教材
…主教材
…その他，選択可能な教材（例）ア

イ ウ
ア

イ
ウ

ア イ

（ア）（イ）（ア）（イ） （ア）（イ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）

A

無理のない
自然な声の
出し方で
歌おう

青空へのぼろう
アニー・ローリー
希望という名の花を
Let’s Sing 歌うための準備

B
日本語の抑揚を
生かした旋律を
つくろう

日本語の抑揚を 
活用する旋律づくり

C
弦楽器の豊かな
表現を鑑賞しよう

「春」第１楽章
「秋」第１楽章
弦楽合奏のセレナード

D
曲の形式を
生かして歌おう

夏の思い出
赤とんぼ
この道
Let’s Sing 言葉の発声について

E
全体の構成を
考えながら
音楽をつくろう

擬声語や擬態語を 
活用する音楽づくり
Let’s Try 全体の構成を理解して	
表現を楽しもう

F
歌曲の
形式の違いを
鑑賞しよう

魔王（シューベルト）
魔王（ライヒャルト）
野ばら（シューベルト）

G

音楽の
まとまりを
生かして
合わせて歌おう

明日を信じて
飛び立とう君の空へ
Let’s Sing 変声と混声合唱
Let’s Try 指揮をしてみよう

H
箏曲や尺八曲の
多様な表現を
鑑賞しよう

六段の調
鹿の遠音
日本とアジアをつなぐ音
Let’s Try 箏（こと）を弾いてみよう

I

民謡の
特徴を捉えて
ふさわしい声で
歌おう

ソーラン節
かりぼし切り歌
谷茶前

J

わが国や
アジア地域の
多様で豊かな
声による表現を
鑑賞しよう

日本とアジアの 
声によるさまざまな表現

学びのユニットは，1年と2・3上は10ユニット，2・3下は8ユニットで構成しています。
地域や学校の実態，生徒の発達段階と学習に応じて，多様な構成が検討できるように配慮しました。

例
1年

ユニット 

D
歌唱

ユニット 

E
創作

ユニット 

F
鑑賞

ユニット 

G
歌唱

ユニット 

H
鑑賞

ユニット 

I
歌唱

ユニット 

J
鑑賞

1
年
10
ユ
ニ
ッ
ト
と
学
習
指
導
要
領
と
の
関
係

カリキュラム・マネジメントを踏まえた  学びのユニットについて

学びのユニット一覧
「中学音楽 １ 音楽のおくりもの」では，Ａ～Jまでの10の学びのユニットで学習することで，学習指導要領を適切に
取り扱えるようにしました。各ユニットは，領域・分野ごとに構成し，学習評価までを見通した
計画的な学びが展開できます。

ユニット名（題材名）

学びのユニットは「教師用指導書 解説編」（本紙p.40をご参照ください）で展開しています。

 学びのユニットと
 学習指導要領との
 関係（全学年）

学びのユニットに
ついて

学びのユニット
全指導計画
（全学年）
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期 ユニット 配当時数
（例） ユニット名（題材名） 教材（ …主要教材） ユニットで取り扱う

主な〔共通事項〕 取り扱う指導事項 ユニットの目標（題材の目標） その他，選択可能な教材（例）

一

学

期

前

期

A 5
無理のない自然な声の
出し方で歌おう

青空へのぼろう

アニー・ローリー

校歌

音色，旋律，
強弱，構成

表現・
歌唱

イ-（イ）  ウ-（ア） 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて理解する。
創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付ける。 希望という名の花を

Let’s Sing 

歌うための準備
ア 歌唱表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する。

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

器楽 リ
A 3

タンギングや
左手の奏法を身に付けよう

▶リコーダー
オーラ・リー　 メリーさんの羊

リズム	de	ゴー　しりとり歌
チャイニーズ・ダンス　喜びの歌

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

表現・
器楽

イ-（イ）  ウ-（ア） リコーダーの音色や響きと奏法の関わりを理解する。創意工夫を生かした表現で演奏するためのタンギングや左手の運指などの技能を身に付ける。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

B 3
日本語の抑揚を生かした 
旋律をつくろう

日本語の抑揚を 
活用する旋律づくり

音色，リズム，
旋律，構成

表現・
創作

イ-（ア）  ウ 音のつながり方の特徴について，表したいイメージと関わらせて理解する。
創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な，課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付ける。

ア 創作表現に関わるイ-（ア）の知識やウの技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫する。

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

C 3
弦楽器の豊かな表現を
鑑賞しよう

「春」第１楽章

「秋」第１楽章
音色，旋律，強弱，
形式，構成 鑑賞

イ-（ア） 曲想と音楽の構造との関わりについて理解する。

弦楽合奏のセレナードア-（ア） 鑑賞に関わるイ-（ア）の知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とその根拠ついて自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とその根拠ついて自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組む。

二

学

期

D 3 曲の形式を生かして歌おう
夏の思い出

赤とんぼ
リズム，旋律，強弱，
形式，構成

表現・
歌唱

イ-（ア）  ウ-（ア） 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解する。
創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付ける。 この道

Let’s Sing 

言葉の発声について
ア 歌唱表現に関わるイ-（ア）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する。

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

E 3
構成や全体の
まとまりを考えながら
音楽をつくろう

擬声語や擬態語を 
活用する音楽づくり

音色，リズム，
テクスチュア，構成

表現・
創作

イ-（イ）  ウ 音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴について，表したいイメージと関わらせて理解する。
創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な，課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付ける。 Let’s Try 

全体の構成を理解して 
表現を楽しもうア 創作表現に関わるイ-（イ）の知識やウの技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫する。

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

F 3
歌曲の形式の違いを
鑑賞しよう

魔王（シューベルト）

魔王（ライヒャルト）
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成 鑑賞

イ-（イ） 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史，他の芸術との関わりについて理解する。

野ばら（シューベルト）ア-（イ） 鑑賞に関わるイ-（イ）の知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組む。

後

期

器楽 リ
B 3

右手の運指や
低音の奏法を身に付けよう

▶リコーダー
ロング・ロング・アゴー
ソナタ	K.331

うみ　アメージング・グレイス

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

表現・
器楽

イ-（イ）  ウ-（イ） アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わりを理解する。創意工夫を生かし，他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に付ける。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（イ）の技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

G 4
音楽のまとまりを生かして
合わせて歌おう

明日を信じて

飛び立とう君の空へ
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

表現・
歌唱

イ-（ア）  ウ-（イ） 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解する。
創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付ける。

Let’s Sing 

変声と混声合唱
Let’s Try 

指揮をしてみよう
ア 歌唱表現に関わるイ-（ア）の知識やウ-（イ）の技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する。

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

H 3
箏曲や尺八曲の
多様な表現を鑑賞しよう

六段の調

鹿の遠音

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
構成

鑑賞

イ-（ウ） 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について理解する。
日本とアジアをつなぐ音
Let’s Try 

箏（こと）を弾いてみよう

ア-（ウ） 鑑賞に関わるイ-（ウ）の知識を得たり生かしたりしながら，音楽表現の共通性や固有性について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，音楽表現の共通性や固有性ついて自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組む。

器楽 箏
A 3

箏の基本的な奏法を
身に付けよう

▶箏
さくらさくら
練習曲１　練習曲２

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

表現・
器楽

イ-（イ）  ウ-（ア） 箏の音色と奏法との関わりを理解する。創意工夫を生かした表現で演奏するための右手の使い方や縦譜の読み方などの技能を身に付ける。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

三

学

期

I 3
民謡の特徴を捉えて
ふさわしい声で歌おう

ソーラン節

かりぼし切り歌
音色，リズム，旋律，
テクスチュア，構成

表現・
歌唱

イ-（イ）  ウ-（イ） 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて理解する。
創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付ける。

谷茶前ア 歌唱表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（イ）の技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する。

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

J 3
わが国やアジア地域の
多様で豊かな
声による表現を鑑賞しよう

日本とアジアの 
声によるさまざまな表現
・天台声明		・八木節
・江差追分		・ケチャ
・ホーミー			・布農（ブヌン）族の合唱

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

鑑賞

イ-（ウ） 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について理解する。

ア-（イ） 鑑賞に関わるイ-（ウ）の知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組む。

器楽 篠 3
篠笛の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

▶篠笛
ひらいたひらいた　 さくらさくら

たこたこあがれ

音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

表現・
器楽

イ-（イ）  ウ-（ア） 篠笛の音色と奏法との関わりを理解する。創意工夫を生かした表現で演奏するためのかまえ方や音の出し方，運指などの技能を身に付ける。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

学びのユニット  モデルプラン   1年

1年を例に，学びのユニットの配当時数（例），教材，取り扱う主な〔共通事項〕，
指導事項，学びのユニットの目標などを一覧に示しました。

年間指導計画 目標4
質の高い教育をみんなに
学びのユニット（カリキュラム全体）

SDGs
〈持続可能な開発目標〉
（→本紙p.39参照）

との関連
目標5  
ジェンダー平等を実現しよう
歌うための準備，変声と混声合唱

 年間指導計画
 （全学年）目標10

人や国の不平等をなくそう
日本とアジアをつなぐ音，
日本とアジアの声によるさまざまな表現

目標16  
平和と公正をすべての人に
「明日を信じて」「飛び立とう君の空へ」
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ユニット ユニット名（題材名） 取り扱う指導事項 評価の観点 ユニット（題材）の評価規準

A
無理のない自然な
声の出し方で
歌おう

表現・
歌唱

イ-（イ）
ウ-（ア）

知識・技能 声の音色や響き，音域と声の出し方との関わりについて理解している。
音域に応じた発声，母音の発音，歌う姿勢などの技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

歌唱表現に関わる知識（声の音色や響き，音域と声の出し方との関わり）や
技能（音域に応じた発声，母音の発音，歌う姿勢など）を得たり生かしたりしながら，
歌唱表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

器楽 リ
A

タンギングや
左手の運指を
身に付けよう

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

知識・技能 リコーダーの音色や響きと奏法の関わりを理解している。創意工夫を生かした表現で
演奏するためのタンギングや左手の運指などの技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（リコーダーの音色と奏法との関わり，
曲想と音楽の構造との関わり）や技能（タンギングや左手の運指など）を
得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

B
日本語の抑揚を
生かした旋律を
つくろう

表現・
創作

イ-（ア）
ウ 知識・技能 言葉の抑揚やリズムによる音のつながり方の特徴を理解している。

歌詞の言葉の抑揚に基づいて音を選択する技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

創作表現に関わる知識（言葉の抑揚やリズムによる音のつながり方の特徴）や
技能（歌詞の言葉の抑揚に基づいて音を選択する技能）を得たり生かしたりしながら，
創作表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
創作表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取組んでいる。

C
弦楽器の豊かな
表現を鑑賞しよう 鑑賞

イ-（ア） 知識・技能 曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わりについて理解している。

ア-（ア）
思考力･判断力･
表現力

鑑賞に関わる知識（曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わり）を
得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とその根拠ついて自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴いている。

主体的に学習に
取り組む態度

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価と
その根拠ついて自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に
主体的・協働的に取り組んでいる。

D
曲の形式を
生かして歌おう

表現・
歌唱

イ-（ア）
ウ-（ア）

知識・技能 曲想と形式や歌詞との関わりについて理解している。
音域や強弱に応じた発声，鼻濁音の発音などを身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

歌唱表現に関わる知識（曲想と形式や歌詞との関わり）や技能（音域や強弱に応じた
発声，鼻濁音の発音など）を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

E

構成や
全体のまとまりを
考えながら
音楽をつくろう

表現・
創作

イ-（イ）
ウ 知識・技能 言葉のリズムの反復や重なり方などの特徴を理解している。テーマに沿って

言葉のリズムを感じ取りながら擬音語・擬声語などを選択する技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

創作表現に関わる知識（言葉のリズムの反復や重なり方などの特徴）や
技能（テーマに沿って言葉のリズムを感じ取りながら擬音語・擬声語などを選択する
技能）を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
創作表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

F
歌曲の
形式の違いを
鑑賞しよう

鑑賞

イ-（イ） 知識・技能 歌曲の形式の相違や特徴と歴史的背景との関わりについて理解している。

ア-（イ）
思考力･判断力･
表現力

鑑賞に関わる知識（歌曲の形式の相違や特徴と歴史的背景との関わり）を得たり
生かしたりしながら，作曲当時の歌曲の意味や形式の違いについて自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴いている。

主体的に学習に
取り組む態度

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における
音楽の意味や役割について自分なりに考え，
音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

ユニット ユニット名（題材名） 取り扱う指導事項 評価の観点 ユニット（題材）の評価規準

器楽 リ
B

右手の運指や
低音の奏法を
身に付けよう

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（イ）

知識・技能 アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わりを理解している。創意工夫を生かし，
他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わり）や
技能（他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する）を得たり
生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

G
音楽のまとまりを
生かして
合わせて歌おう

表現・
歌唱

イ-（ア）
ウ-（イ）

知識・技能 曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。全体の響きを聴きながら
他の声部と合わせて歌う技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

歌唱表現に関わる知識（曲想と音楽の構造との関わり）や
技能（全体の響きを聴きながら他の声部と合わせて歌う）を得たり
生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

H
箏曲や尺八曲の
多様な表現を
鑑賞しよう

鑑賞

イ-（ア） 知識・技能 箏や尺八の音色や用いる音階の響き，音楽の構造などの特徴と
その多様性について理解している。

ア-（ウ）
思考力･判断力･
表現力

鑑賞に関わる知識（箏や尺八の音色や用いる音階の響き，音楽の構造などの特徴と
その多様性）を得たり生かしたりしながら，箏曲と尺八曲との共通性や
固有性について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴いている。

主体的に学習に
取り組む態度

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，音楽表現の共通性や固有性について
自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

器楽 箏
A

箏の
基本的な奏法を
身に付けよう

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

知識・技能 箏の音色と奏法との関わりを理解している。創意工夫を生かした表現で
演奏するための右手の使い方や縦譜の読み方などの技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（箏の音色と奏法との関わり）や技能（右手の使い方や
縦譜の読み方など）を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

I

民謡の
特徴を捉えて
ふさわしい声で
歌おう

表現・
歌唱

イ-（イ）
ウ-（イ）

知識・技能
声の音色や民謡の表現に応じた発声との関わりについて理解している。
囃しことばや作業の動作に応じた拍節の取り方や，
音頭一同形式で合わせて歌う技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

歌唱表現に関わる知識（声の音色や民謡の表現に応じた発声との関わり）や
技能（囃しことばや作業の動作に応じた拍節の取り方や，音頭一同形式で合わせて
歌う技能）を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
歌唱表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

J

わが国や
アジア地域の
多様で豊かな
声による
表現を鑑賞しよう

鑑賞

イ-（ウ） 知識・技能 我が国やアジア地域の声による表現の特徴と，その特徴から生まれる
音楽の多様性について理解している。

ア-（イ）
思考力･判断力･
表現力

鑑賞に関わる知識（我が国やアジア地域の歌唱表現の特徴と，
その特徴から生まれる音楽の多様性）を得たり生かしたりしながら，
生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，
我が国やアジア地域の声による表現のよさや美しさを味わって聴いている。

主体的に学習に
取り組む態度

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，生活や社会における音楽の
意味や役割について自分なりに考え，我が国やアジア地域の声による表現の
よさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

器楽
篠笛

篠笛の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

知識・技能 篠笛の音色と奏法との関わりを理解している。創意工夫を生かした表現で
演奏するためのかまえ方や音の出し方，運指などの技能を身に付けている。

ア 思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（篠笛の音色と奏法との関わり）や技能（かまえ方や
音の出し方，運指など）を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

評価計画

モデルプラン   1年

1年を例に，各ユニットで取り扱う指導事項，評価の観点，評価規準を一覧に示しました。

 評価計画
 （全学年）
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S

A

カノン１

� （フェルマータ）…ほどよくのばすＳ… A…

ソプラノ・リコーダーとアルト・リコーダーで合わせて演奏することもできます。

三つのグループに分かれ，初めのグループが23に来たら順番に加わります。何度も繰
く

り返して演奏�
できますが，曲を終えるときは，初めのグループが合図をしてそれぞれ★で終わります。

� まとめの曲❶と❷は，どちらかを選んで演奏してみましょう。

曲想と音楽の構造との関わりを理解したり，他のパートと合わせて演奏する
技能を身につけたりしながら，表現を工

く

夫
ふう

しよう。

チャイニーズ・ダンス
曲の雰

ふん

囲
い

気
き

を感じ取りながら演奏しよう。

喜びの歌
左手の運指を身につけて表現しよう。

オーラ・リー
曲想を感じ取って表現しよう。

メリーさんの羊
二つの旋

せん

律
りつ

の重なり方を理解して，合わせて演奏しよう。

ソプラノ

アルト

アルト

ソプラノ アルト

p.8 –p.9のまとめの曲�❶

p.8 –p.9のまとめの曲�❷

21 3

左手で吹
ふ

こう② アルト
（アルト）

★ ★ ★

アルト

8 9

リ
コ
ー
ダ
ー

の音で吹いてみよう。

一つの音で吹
ふ

いてみよう

リズム d
デ

e ゴー

　タンギングとは，息を舌で止めたり（図A），出したり（図B）する基本的な奏法です。適切なタンギングを用いる
と，生き生きとした表現が可能になります。
　リコーダーのタンギングは，“t

トゥ

u”や“d
ドゥ

u”といった発音を使います。図Cのように，音域や音のイメージによって
使い分けるとよいでしょう。

　ソプラノ・リコーダーで演奏する場合は， の音で吹いてみよう。

の音で吹いてみよう。

� …フレーズ（zp.11）のくぎりやブレスをする位置を示します。

タンギングに注意して，＝69から ＝92ぐらいまでのさまざまな速度で演奏しよう。

リコーダーの音
ね

色
いろ

（おんしょく）と奏法との関わりを理解したり，
タンギングや左手を使った基本的な奏法を身につけたりしながら表現しよう。

タンギング

表現の目的によっ
て，低音域の発音
を中音域に用いる
こともあります。

図A
t
ト

o t
トゥ

u t
ティ

i

d
ド

o d
ドゥ

u d
ディ

i

r
ロ

o r
ルー

u r
リー

i

低音域 中音域 高音域

 かたい

 やわらかい

「リズム�de�ゴー」を音を変えて演奏を楽しもう。

図B 図C

左手で吹こう①

しりとり歌
三つの音で左手の運指を身につけよう。

パターン1

の音で吹いてみよう。

パターン2

の音で吹いてみよう。

運指
（アルト）

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

p.6 –p.7のまとめの曲

6 7

リ
コ
ー
ダ
ー

SAMPLE

中
学
器
楽

中学器楽

文部科学省検定済教科書 中学校音楽科用 17教出 音楽000

まとめの曲

学びのポイント

リコーダーには「カノン1，2，3」を掲載しました。
それぞれ1年，2年，3年での取り組みを想定しています。

学びのねらいをスタート，
まとめの曲をゴールと設定し，
見開きごとに学習を見通せる構成にしました。

p.6
器楽

p.9
器楽

	 これから取り組む楽器と，
	 関連して学習する楽器のイメージを生かした表紙です。
	 強固な紙質の用紙を用いたしっかりとしたつくりで，
	 3年間安心してご使用いただけます。

中学器楽の特色

主体的・対話的で深い学び
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，進んで学び合う器楽の活動が展開できるように工夫しました。

学習の見通しがもてます1

学びのねらい
リコーダーの音色と奏法との関わりを理解したり，タンギングや左手を使った
基本的な奏法を身につけたりしながら表現しよう。

学びのポイント
１　タンギングに注意して，♩＝69から♩＝92ぐらいまでのさまざまな速度で演奏しよう。

教材 リズム de ゴー

２　「リズム de ゴー」を音を変えて演奏を楽しもう。

まとめの曲
三つの音で左手の運指を身につけよう。

学びのねらい

学習評価をする教材 しりとり歌

学習評価

模範演奏の
視聴ができます。

必要な運指図は
全て掲載

ソプラノとアルト，
どちらでも
学習できます。

スタート

ゴール

スタート

ゴール
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SAMPLE

SAMPLE

SAMPLE



音の出る仕組みや楽器のかまえ方に着目して，音
ね

色
いろ

（おんしょく）や旋
せん

律
りつ

の吹き方の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

音の出る仕組みや
楽器のかまえ方

音色や旋律の
吹き方の特徴

自分が着目したこと

それぞれの楽器の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

リコーダーzp.4 ‒ 尺八zp.24 ‒篠笛zp.18 ‒

吹く楽器の仲間たち

リコーダー ブランデンブルク協奏曲第４番から 第１楽章 

篠笛 長
なが

唄
うた

「越
えち

後
ご

獅
じ

子
し

」

J.S.バッハ 作曲

九世 杵
きね

屋
や

六
ろく

左
ざ

衛
え

門
もん

 作曲

尺八 尺八曲「鹿の遠
とお

音
ね

」 作曲者不
ふ

詳
しょう

リコーダー 篠
しの

笛
ぶえ

尺
しゃく

八
はち

楽器の背景にある文化や伝統について調べてみよう。

　竹製の縦笛で発
音の仕方はリコー
ダーと似ています。
インドネシアなど
で用いられてきま
した。

　ヨシという植物
で作られる縦笛。
ラテン・アメリカの
アンデス地域で用
いられてきました。
発音の仕方は尺八
と似ています。

スリン

　フラウト・トラヴェ
ルソなど初期のフ
ルートは木製でし
たが，現在は金属
製の楽器が広く使
われています。

　竹製の横笛で北
インドでは古代か
ら用いられてきま
した。体の右側と
左側，どちらにも
かまえることがで
きます。

楽器の構造についても
調べてみよう。

調べる内容； どんな場所で，どんなときに，いつ頃
ごろ

から，
なんのために演奏されてきたのだろう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？ PART-1
吹
ふ

く楽器の音の出し方から，楽器の特
とく

徴
ちょう

をみていこう。

ケーナ

フルート

バーンスリー

聴
き

いてみよう
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ギター 箏
そう

（こと） 三
しゃ

味
み

線
せん

楽器の背景にある文化や伝統について調べてみよう。

調べる内容； どんな場所で，どんなときに，いつ頃
ごろ

から，
なんのために演奏されてきたのだろう。

音の出る仕組みや楽器のかまえ方に着目して，音
ね

色
いろ

(おんしょく)や弾き方の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

音の出る仕組みや
楽器のかまえ方

音色や弾き方の特徴

自分が着目したこと

それぞれの楽器の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

ギターzp.28 ‒ 三味線zp.44 ‒箏zp.36 ‒

弾く楽器の仲間たち

ギター アランブラ（アルハンブラ）の思い出

箏 さくら変奏曲

フランシスコ・タレガ 作曲

宮
みや

城
ぎ

道
みち

雄
お

 作曲

三味線 長
なが

唄
うた

「勧
かん

進
じん

帳
ちょう

」から 寄せの合
あい

方
かた

四世 杵
きね

屋
や

六
ろく

三
さぶ

郎
ろう

 作曲

　起源はヨーロッパ。
北アメリカ（アパラチ
ア山脈周辺）に持ち
込
こ

まれて改良されま
した。

アパラチアン・ダルシマー

　樺
から

太
ふと

アイヌの楽
器。江

え

戸
ど

時代には
宗
そう

谷
や

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の
アイヌにもありまし
た。5 本の開

かい

放
ほう

弦
げん

を両手で弾きます。

楽器の構造についても
調べてみよう。

　アラブ音楽で重
要な楽器。7世紀
には既

すで

に西アジア
で使われていまし
た。 　中国の楽器。漢

字では「琵琶」と書
きます。右手の指
に爪

つめ

を付けて弾き
ます。

何が同じで, 何が違
ち が

う？ PART-2
弾
ひ

く楽器の音の出し方から，楽器の特
とく

徴
ちょう

をみていこう。

ウード

トンコリ

ピーパー

聴
き

いてみよう
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何が同じで，何が違う？ 
PART-2
弾く楽器について

p.52
器楽

唱
しょう

歌
が

について

　「祭囃子」（zp.22）に表記された「チ ヒャイ ヒャイ トロ」や「天 テレ ツク ツク」といった言葉は唱歌と呼ばれ，
楽器の音をまねしたものです。唱歌は，旋

せん

律
りつ

や奏法を覚えたり伝えたりするために用います。

三×（3×）は，二の運
指から右手中指を
反らせて，手

て

孔
あな

を少
し開けます。

子
こ

守
もり

歌
運指を確かめ，曲想を生かして演奏しよう。

祭
まつり

囃
ば や

子
し

締
しめ

太
だい

鼓
こ

を聴
き

きながら合わせて演奏しよう。

　三×は二と三の間
の高さの音，3×は
2と3の間の高さの
音を表します。

新しい音  三×，3×

 ●●○○二（2） ●●●  ●○○○三×（3×） ●●● 

実際に唱歌を
唱えてみましょう。

尺
しゃく

八
はち

唱歌

唱歌の例

三味線の場合は口
くち

三
じゃ

味
み

線
せん

ともいいます。

 唱歌で使う言葉は伝承の仕方によって異なる場合があります。

zp.25

箏（こと） zp.40箏
そう

（こと） zp.40 三
しゃ

味
み

線
せん

zp.49

 三の糸
 二の糸
 一の糸

唱歌

太鼓 zp.59

 右手
 左手
唱歌

 音の高さは八本調子の場合

 音の高さは八本調子の場合

 締太鼓

 篠
しの

笛
ぶえ

唱歌

締太鼓の唱
しょう

歌
が

（zp.23）で天
てん
，テ，レ，ケと表されている音

おん
符
ぷ
は強く打ちます。ツ，クと表されている音符は弱く打ちます。

スと表されている音符は打つ動作のみで，音は出しません。

3×が続く場合（＊）は右手人さし指を軽く打ってくぎります。

22 23

篠
笛

唱
しょう

歌
が

について

　「祭囃子」（zp.22）に表記された「チ ヒャイ ヒャイ トロ」や「天 テレ ツク ツク」といった言葉は唱歌と呼ばれ，
楽器の音をまねしたものです。唱歌は，旋

せん

律
りつ

や奏法を覚えたり伝えたりするために用います。

三×（3×）は，二の運
指から右手中指を
反らせて，手

て

孔
あな

を少
し開けます。

子
こ

守
もり

歌
運指を確かめ，曲想を生かして演奏しよう。

祭
まつり

囃
ば や

子
し

締
しめ

太
だい

鼓
こ

を聴
き

きながら合わせて演奏しよう。

　三×は二と三の間
の高さの音，3×は
2と3の間の高さの
音を表します。

新しい音  三×，3×

 ●●○○二（2） ●●●  ●○○○三×（3×） ●●● 

実際に唱歌を
唱えてみましょう。

尺
しゃく

八
はち

唱歌

唱歌の例

三味線の場合は口
くち

三
じゃ

味
み

線
せん

ともいいます。

 唱歌で使う言葉は伝承の仕方によって異なる場合があります。

zp.25

箏（こと） zp.40箏
そう

（こと） zp.40 三
しゃ

味
み

線
せん

zp.49

 三の糸
 二の糸
 一の糸

唱歌

太鼓 zp.59

 右手
 左手
唱歌

 音の高さは八本調子の場合

 音の高さは八本調子の場合

 締太鼓

 篠
しの

笛
ぶえ

唱歌

締太鼓の唱
しょう

歌
が

（zp.23）で天
てん
，テ，レ，ケと表されている音

おん
符
ぷ
は強く打ちます。ツ，クと表されている音符は弱く打ちます。

スと表されている音符は打つ動作のみで，音は出しません。

3×が続く場合（＊）は右手人さし指を軽く打ってくぎります。

22 23

篠
笛

タンギングと言葉，
タンギングと響きの関係について，
発展的に考察するページにつながります。

「何が同じで，何が違う？」のページでは，吹く楽器と弾く楽器について共通性と固有性を考え，
特徴を理解することができるように書き込み欄を設けたり，
自分の考えなどをまとめ「話し合おう」によって協働的な活動が展開できるように工夫しました。
こうした学習活動は，生徒の思考力・判断力・表現力等の育成を促し，深い学びにつながります。

唱
しょう

歌
が

について
「さくらさくら」は
箏と三味線では
唱歌が全く異なることが
わかります。

p.23
器楽

何が同じで，何が違う？ 
PART-1
吹く楽器について

p.26
器楽

音楽文化の理解が深まります2

口
く ち

唱
しょう

歌
が

（唱歌）／
深い学び〈共通性と固有性〉
学習指導要領「第３指導計画の作成と内容の取扱い」，配慮事項２（６）を受け，
和楽器を扱う教材には口唱歌（唱歌）を表記した他「唱歌について」ページを新設しました。

中学器楽 の特色

音楽的な見方・考え方を活用して，
自分なりの考えをまとめます

「祭囃子」
（篠笛と締太鼓の合奏）

p.22
器楽
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資料（巻末）は折込を利用した3ページ構成で，
リコーダーの運指表とギター＆キーボード コード表を
大きく見やすく表した他，
五つの打楽器（小太鼓，大太鼓，ボンゴ，コンガ，カホン）
を図説しました。
学ぶ楽しさは巻末からも広がります。

アパラチアン・ダルシマーの演奏

zp.53 弾
ひ

く楽器の仲間たち

さまざまな音
ね

色
い ろ

（おんしょく）や響
ひ び

きと奏法 世界にはいろいろな楽器があり，
楽器の音色や響きを生かした音楽文化があります。
基本的な演奏の仕方を身につけ，
表現を工

く

夫
ふう

してみよう！z…は関連ページを示しています。

篠笛（右） 福
ふく

原
はら

 徹
とおる

，締
しめ

太
だい

鼓
こ

（左） 福
ふく

原
はら

百
ひゃく

之
の

助
すけ

箏 黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

8 種類のリコーダーによる合奏団 東
とう

京
きょう

ブロックフレーテ・アンサンブル；（左か
ら）クライネソプラニーノ，ソプラニーノ，
ソプラノ，アルト，テノール，バス，グレー
トバス，コントラバス

ボンゴ（右） 小
お

田
だ

もゆる，コンガ（中央） 
伊
い

波
ば

 淑
よし

，ティンバレス（左） 和
わ

田
だ

 崇
たかし

大
おお

鼓
つづみ

（左） 望
もち

月
づき

太
た

左
さ

乃
の

，小
こ

鼓
つづみ

（右） 望
もち

月
づき

実
み

加
か

子
こ

バーンスリー（インドの横笛 左）とタブラー・バーヤーン
（インドの太鼓 右）の演奏

三味線（右） 松
まつ

永
なが

忠
ちゅう

三
ざぶ

郎
ろう

，長
なが

唄
うた

（左） 杵
きね

屋
や

佐
さ

喜
き

エイジ・オブ・インライトゥメント管
かん

弦
げん

楽団

リコーダー

箏
そう

（こと）

篠
しの

笛
ぶえ

打楽器

 「ブランデンブルク協奏曲 第4番」 zp.17

三
しゃ

味
み

線
せん

zp.44 ‒

zp.27

お囃
はや

子
し

zp.51, p.92

 吹
ふ

く楽器の仲間たち

zp.36 ‒

zp.18 ‒

zp.4 ‒

zp.98

口絵①

ヘッド

リム

ヘッド

カホンの裏側

テノール バスソプラノ アルト

リコーダー運指表 ●…閉じる　○…開ける　 …サミング（裏穴をほんの少し開ける）　 ， …かえ指　　 …バロック式（イギリス式）　 …ジャーマン式（ドイツ式）

リコーダーの変
へん

遷
せん

ルネサンスのリコーダールネサンスのリコーダー

　ルネサンス時代の16世紀頃
ごろ

に使われていたリコー
ダーは，ジョイント（zp.4）がなく，全体が一本につな
がっていました。

　ジョイントのあるリコーダーは，バロック時代の17
世紀後半から使われるようになりました。ジョイントに
よりピッチの調整が可能になりました（zp.5）。

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

打楽器

　ボンゴとコンガは小さいほうが左，大きいほうが右になる
ようにかまえます。

　大太鼓は前へ出した右足に重心を
乗せ，ヘッドの中央付近を打ちます。

残
ざん

響
きょう

は左手をヘッド
に当てて調節します。

　pのときはヘッドのリム
寄りを打つなど，打ち方
を工

く

夫
ふう

すると表現の幅
はば

が
広がります。

　小太鼓はヘッド（鼓面）の中央付近を
打つとしっかりとした明確な音が出ます。

カホンはスペイン語で「木の箱」を意
味します。楽器にまたがって打面や
フチの部分を直接手で打ちます*。
＊ ペルー式カホンの場合

ボンゴ コンガ カホン

小
こ

太
だい

鼓
こ

（スネアドラム）

大太鼓（バスドラム）

バロックのリコーダー

ソプラノ

アルト

バロックのリコーダー

ソプラノは実音より１オクターヴ低く，テノールは実音で記
き

譜
ふ

する。

98 99 99 -①

篠
し の

笛
ぶ え

心をこめて 中学生のみなさんへ

　楽器のお稽
けい

古
こ

では技術を磨
みが

くことはもちろんですが，私は
「礼に始まって礼に終わる」といった礼

れい

儀
ぎ

についても，気がつ
いたことは言うようにしています。例えば先生や仲間に対して
きちんと挨

あい

拶
さつ

ができるということは，あたりまえですが大事なこ
とです。服装についても「自分が着たいから」ではなく，相手が
どう思うかを考えて，その場に合ったものを選ばなくてはなりま
せん。
 「実るほど頭の下がる稲

いな

穂
ほ

かな」という故事があります。稲
いね

は
実が熟すにつれて穂が垂れ下がることから「人は学問や品性
が深まるにつれて，かえって謙

けん

虚
きょ

になる」ということを表してい
ます。演奏家は自分一人で上手になったわけではありません。
先生の指導もそうですが，家族の協力とか，いろいろなことが
あって今があるのです。感謝と謙虚の心をいつまでも忘れな
いようにしたいですね。

With My Heart
ウィズ マイ ハート

音楽はメッセージ

　楽器を自分の思うように演奏することは，決してやさしいこと
ではありません。例えば篠

しの

笛
ぶえ

の場合，周りの人と同じように吹
ふ

いているつもりでも，自分だけ音が出ない，そんなことがよくあ
ります。楽器に慣れるためには，ある程度時間がかかります。
　人の声や考え方が皆

みな

違
ちが

うように，笛の音
ね

色
いろ

（おんしょく）も一
人一人異なります。同じ人でも，そのときによって音色が変わり
ます。また，音には，いろいろな思いをこめることができます。
一つ一つの音を丁

てい

寧
ねい

に吹いて，よく味わってみてください。そし
て，他の人の音に耳を傾

かたむ

けることも忘れないようにしましょう。
　笛は「うた」です。気持ちがそのまま表れます。あせらずじっ
くりつき合っていけば，あなたを励

はげ

ましてくれたり慰
なぐさ

めてくれた
りする…そんな親友のような存在になってくれると思います。

深
ふか

海
み

さとみ

福
ふく

原
はら

 徹
とおる

箏
そ う

（こと）

1

口絵②

巻頭
器楽

巻頭
器楽

各打楽器について
さらに詳しい
解説ページに
つながります。

巻末
器楽

音楽を愛好する心情を育てます3

中学器楽 の特色

見やすい資料と
メッセージ
巻頭には，これから演奏する楽器や，
比較鑑賞をする楽器などを
見開きいっぱいに示しました。
口絵には，箏と篠笛の家元からの
メッセージを掲載，

「感謝と謙虚の心をいつまでも忘れない」
「他の人の音に耳を傾ける」といった
学びの，その先へ通じる，
読みごたえのある内容です。
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テクスチュア
強

弱
旋 律

速
度

構成

形
式

音色
リ

ズ
ム

三味線

三味線の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

開放弦の練習
さくらさくら

吹く楽器の仲間 弾く楽器の仲間

叩く楽器

ユニット ユニット名（題材名）

A  表現 （2） 器楽
使用教材【例】
…主要教材
…関連する教材ア

イ ウ

（ア）（イ）（ア）（イ）

リコーダー
A

タンギングや左手の運指を身に付けよう

リズム	de	ゴー　 しりとり歌
チャイニーズ・ダンス　 喜びの歌

オーラ・リー　 メリーさんの羊
カノン１

リコーダー
B

右手の運指や低い音を表現する
奏法を身に付けよう

うみ　 アメージング・グレイス

ロング・ロング・アゴー

ソナタ K.331

リコーダー
C

サミングや息のコントロールを
身に付けて表現を工夫しよう

サムのひとりごと

誰も知らない私の悩み

レヴェル・プレイン
カノン2	優しき流れ

リコーダー
D

リコーダーの基本的な奏法を身に付けて
アンサンブルを楽しもう

きらきら星　 浜辺の歌

威風堂々
カノン3	うぐいすのカノン

篠 笛
篠笛の基本的な奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

たこたこあがれ

ひらいたひらいた

さくらさくら

尺 八
尺八の基本的な奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

もういいかい

ギター
ギターの基本的な奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

アニー・ローリー

Happy Birthday to You

箏 A 箏の基本的な奏法を身に付けよう
練習曲１
練習曲２

さくらさくら

箏 B
箏の基本的な奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

荒城の月

三味線
三味線の基本的な奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

開放弦の練習

さくらさくら

太 鼓 太鼓の基本的な奏法を身に付けよう 基本のリズムを打ってみよう

上記の各ユニットにおける指導事項の取扱いは，「使用教材【例】」と関連します。
教材を追加することで，指導事項の取扱いを変更することが可能です。

カリキュラム・マネジメントを踏まえた  学びのユニットについて

中学器楽の学びのユニットは，リコーダー4ユニット，篠笛，尺八，ギター，三味線，太鼓が各1ユニット，
箏は2ユニットの計11ユニットで構成しました。地域や学校の実態，生徒の発達段階と学習に応じて，
多様な構成が検討できるように配慮しました。

学びのユニット一覧
中学器楽では，リコーダー，篠笛，尺八，ギター，箏（こと），三味線，太鼓，の各楽器による
学びのユニットで学習することができます。これらは，学習指導要領の適切な取り扱いと，
学習評価までを見通した計画的な学び，を展開することができます。

器
楽
の
11
ユ
ニ
ッ
ト
と
学
習
指
導
要
領
と
の
関
係

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

箏 B

箏の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

荒城の月

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

箏 A

箏の
基本的な奏法を

身に付けよう
練習曲１   練習曲２

さくらさくら

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

ギターの基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

アニー・ローリー
Happy Birthday to You

ギター

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

尺 八

尺八の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

もういいかい

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

たこたこあがれ
ひらいたひらいた

さくらさくら

篠笛の基本的な
奏法を身に付けて
表現を工夫しよう

篠 笛

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

リコーダーの
基本的な奏法を

身に付けて
アンサンブルを楽しもう

きらきら星   浜辺の歌
威風堂  々  
カノン3

リコーダーD

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

サミングや
息のコントロールを

身に付けて
表現を工夫しよう

サムのひとりごと
誰も知らない私の悩み  

レヴェル・プレイン   
カノン2

リコーダーC

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

右手の運指や
低い音を表現する

奏法を身に付けよう
うみ   アメージング・グレイス

ロング・ロング・アゴー   
ソナタ K.331

リコーダーB

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

リズム de ゴー   しりとり歌
チャイニーズ・ダンス   

喜びの歌  オーラ・リー   
メリーさんの羊   

カノン１

タンギングや
左手の運指を
身に付けよう

リコーダーA

テクスチュア 旋 律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ

ム

強
弱

太鼓の
基本的な奏法を

身に付けよう
基本のリズムを
打ってみよう

太 鼓

ユニット名
（題材名）

学びのユニットは「教師用指導書 解説編」で展開しています。

 学びのユニットと
 学習指導要領との
 関係（器楽）

学びのユニット
全指導計画（器楽）
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ユニット 取り扱う指導事項 ユニットの目標（題材の目標） 配当時数（例） 評価の観点 ユニットの評価規準（観点ごと）

リコーダー
A

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

リコーダーの音色や響きと奏法の関わりを理解する。
創意工夫を生かした表現で演奏するためのタンギングや左手の運指などの技能を身に付ける。

3

知識・技能 リコーダーの音色や響きと奏法の関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演奏するためのタンギングや左手の運指などの技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（リコーダーの音色と奏法との関わり，曲想と音楽の構造との関わり）や
技能（タンギングや左手の運指など）を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

リコーダー
B

表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（イ）

アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わりを理解する。
創意工夫を生かし，他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に付ける。

3

知識・技能 アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わりを理解している。
創意工夫を生かし，他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（イ）の技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（アルト・リコーダーの音色や響きと奏法との関わり）や
技能（他の声部の音を聴きながら他者と合わせて演奏する）を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

リコーダー
C

表現・
器楽

イ-（ア）
ウ-（ア）

曲想と音楽の構造との関わりを理解する。
創意工夫を生かした表現で演奏するための息のコントロールやサミングなどの技能を身に付ける。

3

知識・技能 曲想と音楽の構造との関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演奏するための息のコントロールやサミングなどの技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（ア）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，
曲にふさわしい器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（曲想と音楽の構造との関わり）や技能（息のコントロールやサミングなど）を
得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
曲にふさわしい器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

リコーダー
D

表現・
器楽

イ-（ア）
ウ-（イ）

曲想と音楽の構造との関わりを理解する。
創意工夫を生かし，全体の響きを聴きながら合わせて演奏する技能を身に付ける。

3

知識・技能 曲想と音楽の構造との関わりを理解している。
創意工夫を生かし，全体の響きを聴きながら合わせて演奏する技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（ア）の知識やウ-（イ）の技能を得たり生かしたりしながら，
曲にふさわしい器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（曲想と音楽の構造との関わり）や
技能（全体の響きを聴きながら合わせて演奏する）を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
曲にふさわしい器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

篠 笛 表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

篠笛の音色と奏法との関わりを理解する。
創意工夫を生かした表現で演奏するためのかまえ方や音の出し方，運指などの技能を身に付ける。

3

知識・技能 篠笛の音色と奏法との関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演奏するためのかまえ方や音の出し方，運指などの技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（篠笛の音色と奏法との関わり）や技能（かまえ方や音の出し方，運指など）を
得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

尺 八 表現・
器楽

イ-（イ）
ウ-（ア）

尺八の音色と奏法との関わりを理解する。
創意工夫を生かした表現で演奏するための音の出し方や運指などの技能を身に付ける。

2

知識・技能 尺八の音色と奏法との関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演奏するための音の出し方や運指などの技能を身に付けている。

ア 器楽表現に関わるイ-（イ）の知識やウ-（ア）の技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する。

思考力･判断力･
表現力

器楽表現に関わる知識（尺八の音色と奏法との関わり）や技能（音の出し方や運指など）を
得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫している。

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組む。

主体的に学習に
取り組む態度

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んでいる。

指導計画・評価計画

中学器楽の，各ユニットで取り扱う指導事項，目標，配当時数（例），評価の観点，評価規準を一覧に示しました。

リコーダー，篠笛，尺八の例

 指導計画・評価計画
 （器楽）
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私たちのくらしと音楽
～アウトリーチ・教育活動・音楽療

りょう ほう

法について～

　ふだん，コンサート活動にふれる機会が少ない地域
や人たちのところに，演奏者が出向いて音楽を楽しん
でもらう活動を “アウトリーチ（英語で「手を伸

の

ばす」と
いう意味）”と呼んでいます。教育や福

ふく

祉
し

の場に “出前
演奏”を提供するような活動です。

アウトリーチ

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

後，岩
いわ

手
て

県大
おお

槌
つち

町の小学校で
行われたワークショップ。

ヴァイオリン：吉
よし

田
だ

恭
きょう

子
こ

チェロ：渡
わた

部
なべ

玄
げん

一
いち

ピアノ：白
しら

石
いし

光
みつ

隆
たか

　子どもたちは音楽に関わる活動が好きです。先生や友達と一
いっ

緒
しょ

に行う活動をとおして，想像し，
表現し，工

く

夫
ふう

する楽しさを発見します。

音楽をとおした教育活動

　心
ここ

地
ち

よい音楽が聞こえると，気持ちが落ち着き，リラッ
クスできることがあります。こういったことから，音楽には，
心と体の状態や生活を，よりよい方向へ導く作用があると
いわれています。
　音楽のもつはたらきを生かした，心身の回復などを目
的とする取り組みを，音楽療法といいます。音楽療法で
は音楽を聴

き

く他，楽器を演奏したり歌を歌ったりします。

音楽療法 音楽を生かせる仕事や活動と，
音楽のもつ力について，
思ったことや考えたことを
話し合ってみましょう。

子どもの頃
ころ

の音楽に関わる活動や
経験は，将来の音楽を楽しむ生活に
つながっていきます。

小学校での
音楽に関わる活動や経験を
思い出してみよう。

兵
ひょう

庫
ご

県西
にし

脇
わき

市の中学校で
行われたワークショップや
コンサート。
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持続可能な開発目標は，「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため，
2030年を年限とする17の国際目標です。（2015年9月の国連サミットで全会一致で採択されました。）

「
世
界
が
ひ
と
つ
の
家
族
の
よ
う
に
」（
一
番
歌
詞
抜
粋
）

悲
し
い
ニ
ュ
ー
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を
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く
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び
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ど
う
し
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な
の
か
と
考
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る

何
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が
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来
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じ
ゃ
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だ
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ど
心
は
動
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て
る

空
に
星
が
き
れ
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だ
ね
　
風
に
花
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揺
れ
て
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る
ね

世
界
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と
つ
の
家
族
の
よ
う
に

も
し
も
な
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

遠
く
に
暮
ら
す
君
の
こ
と
　
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
だ
ろ
う

A

B

C

一 

夢
見
る
こ
と
は  

生
き
る
力

 

未
来
の
日ひ

び々
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信
じ
る
こ
と

 

明あ
し
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か
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吹ふ

く
風
に

 

翼つ
ば
さ

を
ひ
ろ
げ  

羽
ば
た
こ
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今

 

夕
日
追
い
か
け
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夜
を
こ
え
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本
当
の
自
分
さ
が
す

 

夢
見
る
た
め
に  

夢
見
る
た
め
に

 

生
ま
れ
て
き
た

二 

愛
す
る
こ
と
は  

生
き
る
光

 

確
か
な
生
命  

感
じ
る
こ
と

 

心
へ
と  

降
る
虹に
じ

の

 

や
さ
し
さ
の
意
味
を  

分
け
あ
お
う 

今

 

同
じ
空
の
下  

心
つ
く
し

 

こ
の
時
を
と
も
に
歩
む

 

愛
す
る
た
め
に  

愛
す
る
た
め
に

 

生
ま
れ
て
き
た

生
い の ち

命が羽ばたくとき
歌
詞
の
内
容
を
味
わ
い
、
強
弱
や
音
域
に
応
じ
た
歌
い
方
を
工く

夫ふ
う

し
よ
う
。

旋せ
ん

律り
つ

の
ま
と
ま
り
を
捉と

ら

え
て
、
音
域
に
応
じ
た
発
声
で
歌
お
う
。

zp.50

zp.10

比べ
てみよう

深め
てみよう

すすんで学び合おう

6 7

安心して学ぶために
— 特別支援の観点とユニバーサルデザインの取り組み—

SDGｓ〈持続可能な開発目標〉に向けて

2・3下  「私たちのくらしと音楽」は，
4	質の高い教育をみんなにと
関連のある教材です。

2・3下「世界がひとつの家族のように」
は，10	人や国の不平等をなくそうと
関連のある教材です。

本紙p.24もご参照ください。

特別支援の観点からの紙面構成
埼玉大学の名越斉子教授に特別支援教育の観点から1年，2・3上下，器楽の，
全てのページを監修していただきました。

学習上の要所といえる「学びのポイント」には，
よりいっそうわかりやすく
読みまちがいをしにくい
ユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を
使用しました（上の例参照）。
また，文字の可読性を高める工夫を
全ページでしています。

ユニバーサルデザインの取り組み
より多くの生徒が学習に集中できる教科書になるように，レイアウト，表現方法，色づかいを工夫しました。

一
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を
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っ
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よ
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よ
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り
さ
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し
く
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い
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い
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よ

花の街
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色覚の個人差を問わず，
より多くの人に見やすい
カラーユニバーサルデザイン（CUD）を
取り入れることで，全ての教科書が
NPO法人CUDOの認証を受けています。

教科書の全ての内容を一望できる目次は，CUDにより
索引機能が向上しました。またCUDにとどまらず，
情報が迅速に伝わる工夫を随所に施しています。

令和 3年版
1年 目次

平成28年版
1年 目次
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「みそラーメン」の表現を参考にして，
３種類のラーメンを言葉のリズムや抑揚を生かして表現してみよう。

活動 1

しょうゆラーメン

しおラーメン

とんこつラーメン

具材 　ネギ  ゴマ  もやし  ワカメ  コーン  バター  メンマ  チャーシュー  煮
に

卵
たまご

  紅ショウガ  半熟卵

ラーメンや具材を選び直し，交流したことを参考に，もう一度作品をつくってみよう。

活動 1 の3種類のラーメンから一つを選び，それに合わせる具材を自由に選んで，
言葉のリズムや抑揚を生かして表現しよう。

活動 2

選んだ具材

活動 2 で選んだラーメンごとに二人〜三人のグループをつくり，
ラーメンと具材とを重ねて，それぞれの作品を表現してみよう。
また，グループ内のラーメンと具材を自由に重ねて表現し，交流しよう。

活動 3

交流したことを記録しておこう。

具材

ラーメン

中学音楽 ２・３下

選んだラーメン

年 組

言葉のリズムや抑
よ く

揚
よ う

を生かして表現してみよう

指導者用デジタル教科書（教材）
	 指導者用デジタル教科書を指導書の中に位置づけ，よりお求めやすくいたします。
	 教科書紙面の他，コンテンツも多数収め，授業の可能性をひらきます。

CD
●	中学音楽

	 範唱・伴奏CD	☞1年…４CD，2・3年上…４CD，２・３年下…4CD
	 歌唱教材の範唱及び伴奏を全曲収録しています。
	 生徒が曲のイメージをより的確につかめるように配慮しました。

	 合唱パート別練習用CD	☞1年…3CD，2・3年上…3CD，２・３年下…3CD
	 合唱教材を，各パート別に収録しています。各パートを理解するためのサンプル音源として，
	 また効率よく練習するためのツールとしてお使いいただけます。

	 鑑賞CD	☞1年…４CD，2・3年上…４CD，２・３年下…4CD
	 鑑賞教材及び教科書に掲載している比較聴取教材などを多数収録しています。

●	中学器楽

	 範奏CD	☞1～3年用…2CD
	 各種楽器の奏法や基礎練習，及び重奏・合奏の範奏をもれなく収録しています。
	 生徒が曲のイメージをより的確につかめるように配慮しました。

解説編
●	中学音楽では，〈学びのユニットについて〉〈年間指導計画（モデルプラン）〉
	〈評価計画（モデルプラン）〉〈赤刷〉〈学びのユニット〉〈教材解説〉〈資料 特別支援教育〉を，
	 中学器楽は，〈学びのユニットについて〉〈指導計画・評価計画〉〈学びのユニットの特徴〉
	〈学びのユニット〉〈赤刷〉〈楽器解説〉を，詳しく丁寧に扱っています。

教師用指導書

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

解説編・指導者用デジタル教科書（教材）・伴奏編・CDを
セットにした大変便利な製品をご用意しております。

伴奏編
●	中学音楽　
	 歌唱教材の本伴奏，簡易伴奏，参考楽譜を掲載しました。
	 必要に応じて各種の伴奏譜を用いながら，授業を進めることができます。
	 指導書独自の参考教材も掲載してあります。

●	中学器楽　
	 教材曲をピアノ伴奏付きで掲載しました。
	 各練習曲や「名曲旋律集」などは，
	 生徒の意欲を喚起するようにアレンジを工夫しています。

楽譜連動再生…再生部分がハイライト（着色）表示されます。
音源は範唱やカラピアノなど，利用場面に合わせたものを
添えます。

創作ツール…題材にそった創作を可能にするツールを
適宜用意します。また，ツールバーにも，音色や長さを指定して
活動を促すツールをおきます。

動画…教科書で扱うリコーダーや箏などの範奏映像が
簡単に視聴できます。

ワークシート…表示やプリントができます。
全ユニットのワークシートをご用意しております。

青空へのぼろう
作詞 中野郁子　作曲 平吉毅州　編曲 及川春恵

本伴奏 � 教科書zp.4
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１年
「青空へ
のぼろう」
本伴奏

NEW!
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天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55

60

弦げ
ん

楽が
く

合
奏
の
豊
か
な
表
現
を
聴き

き
取
ろ
う
。

「弦楽合奏のセレナード」は，弦楽合奏用に作曲され，
チャイコフスキーの代表作の一つとして広く親しまれています。
各楽器の音色や響

ひび

きを味わいながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

ヴィヴァルディ作曲「春」第１楽章と比較して，
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

ピョートル・イリイチ・
チャイコフスキー
［1840 -1893］

第1ヴァイオリン

弦
げ ん

楽
が く

合奏のセレナード 第１楽章
チャイコフスキー 作曲

第2ヴァイオリン

ヴィオラ

チェロ
コントラバス

東
とう

京
きょう

都交
こう

響
きょう

楽団 指揮：小
こ

泉
いずみ

和
かず

裕
ひろ

学習資料  弦楽アンサンブルに用いられる楽器z口絵④

コントラバスは，チェロの1オクターヴ下の音が鳴ります。

61

近・現代の弦楽合奏の響きを聴き取り，楽曲全体の構成について考えながら聴き深めます。 見方・考え方の
ヒント

冒頭の主題

第１楽章は「ソナチネ形式の小品」と題されていて，
提示部の後すぐに再現部となり，コーダは冒頭の主題を再現する
おおまかに楽曲全体の構成を捉えるとともに，
近・現代の弦楽オーケストラの音色や響きを味わい，
バロック期の弦楽合奏と比較鑑賞する

特徴については，音楽の要素や構造に対する気づきだけではなく，
その質的な内容にも注目させる
具体的には，聴き取ったこと・感じ取ったこと，
気づいたこと・雰囲気や味わいなどについて発問する

声の音色，声の出し方（発声）や発音の仕方，言葉の有無などに着目

旋律の動き方，装飾，音階や調性，形式や構成，言語の有無や
種類による歌い方の違いなどに着目

声と楽器の合わせ方，衣装や楽器と音楽との関係，作詞・作曲家の有無，
演奏される場，歌詞の内容や音楽が生まれた背景などに着目

考えたり紹介したりする際，実際に声の出し方をまねたり旋律の一部を歌ったりして
表現活動を伴わせ，言語のみの活動にならないように配慮する

合唱曲やポピュラーミュージックのライブ演奏など，
必要に応じて生徒の興味関心のある声の要素も加えてみる

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

学びのユニット 資料
特別支援教育教材解説

1 学びのユニット
について 赤　刷

《工夫の例》  アの「ポッポー」だけ一定の速度で表現させ，他の言葉は自由に速度で好き勝手に表現させる。

《重ね方の例》

 言葉と言葉が偶然重なったり，上手い具合にズレたりしたときの重なりの面白さを感じ取られせることが重
要なこととなる。

テーマにそった簡単なストーリーを想像し，構成や言葉の重ね方を工夫して，
イメージに合った音楽をつくろう。始め方と終わり方も工夫しよう。

 ここで，テーマを膨らませて簡単なストーリーを考えさせるわけであるが，教科書の例のように３部構成でも
良いし，４こまマンガのように起承転結の４部構成でも良い。ただし，あまり複雑にならないよう指導すること
が大切である。
 構成を工夫する場合，「始め方」「盛り上げ方」「終わり方」を工夫させることはとても重要である。

《始め方の工夫の例》  ・一人ずつ静かに入る。
  ・全員で一斉に強く入る。
《盛り上げ方の工夫の例》 ・段々強くする。
  ・段々速くして，さらに強くしていく。
  ・途中で一人になったりする。
《終わり方の工夫の例》 ・全員で一斉に終わる。
  ・一人ずつ抜けて段々弱くなって終わる。

 構成図を作らせることはとても重要である。教科書の構成図の欄では，細かい部分までは書き表せないの
で，グループに１枚大きめの紙を用意すると良い。

 創作の活動というと，五線紙上に西洋音楽の仕組みに則って音符や休符を並べて「曲」をつくる，いわゆる
作曲を頭に描く指導者が多いと思うが，学習指導要領で示されている「創作」の活動内容はもっと幅広いもの
である。
 この事例は，生徒の身近で聞くことのできる「生活音」や「自然音」，「動物などの鳴き声」，あるいは「様子を
表す言葉」などのいわゆるオノマトペを使って，複数人で「言葉」（オノマトペ）を重ねたり，つなげたり，構成を
工夫して音楽をつくる活動である。
 五線譜や音符・休符を用いないので，読譜や記譜に対し苦手意識を持っている生徒にも活動に意欲的に取
り組むことができる。
 オノマトペとは擬声語と呼ばれるもので，「擬音語」（物が発する音や声をまねて字句で描写したもの）と「擬
態語」（状態や心情など，音のしないものを音によって表す言葉）に分けられる。

活動 1 に入る前に，オノマトペについて説明する必要がある。さらに，教科書の「はじめに」の例
の余白に，一人５～６個程度考えてから記入させる。次に，それらを発表しクラス全員で共有させると，次の活
動の時間の短縮につなげることができる。

５～６人のグループになり，表現したいテーマを決め，さまざまな言葉で表してみよう。

 活動 1 は，グループでのテーマ設定である。テーマは何でも良いが，ここであまり時間を取らないようにす
ること。活動が停滞しているグループがあれば，机間指導し，ヒントを与えると良い。

《テーマの例》  楽しいお料理，学校の昼休み，吹奏楽部の練習風景
  テーマにそった言葉を考えさせるわけだが，重ねた時のことを考え，
  なるべく多くの言葉を考えさせることが望ましい。
《「楽しいお料理」の例》 トントントントン，シャカシャカ，ジュージュー，ジュワーーーーッ，ジャーーーーー，
  バタン！，チーン，コロッ，ガチャーン，パリン，グツグツ，モアモア，プ～～ン，ドロッ，

1 で表した言葉をカードにして，繰り返したり重ねたりしてテーマを表現してみよう。

 グループで考えた出した言葉を幾つか選びカードに書かせる。次に実際に発音させリズムや抑揚を確認さ
せる。言葉を重ねる際に工夫が必要である。例えば，ポッポー，クルックー，チュンチュン，チチーチーをリズム
譜で表すと以下のようなリズムが想定される。

 これを４つ重ねて表現しても，「チチーチー」が一拍ずつズレていく位で，テクスチュア（音の重なり）としてあ
まり面白くない。実際の鳥が同じ速度で鳴くはずはなく，好き勝手に鳴いているわけである。
 この活動は拍節的な音楽をつくるわけではないので，各自が自由な速度で表現しても良いわけである。し
かし，これではただのデタラメになりかねない。そこで工夫が必要になるのである。

音色の工夫をさせよう

 声で表現するのが原則であるが，例えば，犬が「ワン！！」と吠える部分ではカウベルなどを使って強
調させても良いだろう。更に，「パタパタパタ」と鳥たちが飛び立つ部分では，羽音を体のどこかの部
分を叩いて表現させても良いだろう。

途中経過を発表させよう

 完成した作品を発表するのは当然であるが，中間発表を行おう。他のグループの工夫を確認し，更
に良い作品になるよう工夫させることは創作活動においては大切なことである。

チチーチー チチーチー チチーチー

チュン チュン チュン チュン チュン
チュン チュン チュン チュン チュン

クルックー クルックー クルックー クルックー クルックー

ポ ッ ポ ー ・ ・ ポ ッ ポ ー ・ ・ ポ ッ ポ ー ポ ッ ポ ー ポ ッ ポ ー ・

1

3

2

ポッ

ア

全体の構成を考えながら音楽をつくろう

ポー

イ

クルッ クー

ウ

チュンチュン

エ

チ チーチー

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

学びのユニット赤　刷 資料
特別支援教育

1
教材解説学びのユニット

について

学習内容 学習活動 ・ 留意点学習内容学習内容 学習活動 ・ 留意点

4

「弦楽合奏のセレナード」第
１楽章について，これまで
の学習で学んだ知識を活
用して，よさや美しさを味わ
いながら聴く。

「秋」第１楽章の曲想とリト
ルネッロ形式との関わりを
理解しながら鑑賞する。

● リトルネッロ形式による音楽の構造を捉えながら，「春」第１楽章と
「秋」第１楽章を聴取する。

● 「似ているところ（共通性）」と「違っているところ（固有性）」につい
て気がついたことや聴き取ったことを発表し合う。

● 発表した内容を板書などで整理し，学級全体で共有できるように
する。

● 「春」第１楽章と「秋」第１楽章のそれぞれについて自分なりに考え
た魅力やよさなどをワークシートにまとめる。

● リトルネッロ部やエピソード部を確認しながら聴取させ，気がつい
たことなどメモを取りながら鑑賞させる。

● ワークシートの内容を発表し合い，他者の考えを参考にしながらま
とめの鑑賞をしてワークシートを整える。

● 「春」第１楽章をもう一度鑑賞させる。

● 「秋」のソネットを教科書で確認する。

● イタリアの秋の様子を表していることを確認する。

● リトルネッロ部を聴取し，エピソード部をはさんで５回反復している
ことを理解し，気がついたことや面白いと思ったことをワークシー
トに記録する。

● ワークシートの内容を発表し合い，他者の考えを参考にしながら再
度鑑賞をして，ワークシートを整える。

● ワークシートの内容を交流することで，他者の聴き方や考え方を
参考にさせる。

3

「春」第1楽章と「秋」第1楽
章の共通性や固有性を整
理し，それぞれについて自
分なりの価値意識を考え，
発表・交流する。

● 弦楽オーケストラやソナタ形式による近・現代の作品としての特徴
を聴き取り，音楽の構造を捉え，音楽のよさや美しさを味わいなが
ら鑑賞する。

ユニットの指導と評価の具体

深めてみよう

評
価
の
具
体 

②

曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わりについて理解しているか，教科
書の記録や 3の学習で記述したワークシートの内容から評価する。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に
主体的・協働的に取り組んでいるか，1～4の学習への取組みの様子を観
察し評価する。

鑑賞に関わる知識（曲想とリトルネッロ形式やソネットとの関わり）を得たり
生かしたりしながら，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに
考え，音楽のよさや美しさを味わって聴いているか，2や 4の学習で記述し
たワークシートの内容や交流時の発表内容から評価する。

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度

思考･判断･表現

評
価
の
具
体 

①

「春」の曲想とリトルネッロ形式による音楽の構造の関わりを理解している
か，教科書の記録や 2の学習で記述したワークシートの内容から評価する。

「春」のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的・協働的に取り組んでいる
か，1～2の学習への取組みの様子を観察し評価する。

「春」に対する評価とその根拠について自分なりに考え音楽のよさや美しさを
味わって聴いているか，2の学習で記述したワークシートの内容や交流時の
発表内容から評価する。

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度

思考･判断･表現

楽曲全体の構成を聴き取ったり，自分の考えをまとめたりするため
のワークシートを準備しています。

リンク⑥の活用

評価計画
（モデルプラン）

年間指導計画
（モデルプラン）

中学音楽   音楽のおくりもの
教師用指導書  解説編

赤　刷 資料
特別支援教育教材解説

1
学びのユニット学びのユニット

について

「教師用指導書解説編」には，教科書の縮刷り上に指導のポイントを朱書きで示した「赤刷」，
各ユニットの指導と評価の具体を丁寧に説明した「学びのユニット」，表現教材における活動の事例や
鑑賞教材における詳しい楽曲解説などをまとめた「教材解説」が掲載されています。

「赤刷」
「学びのユニット」
「教材解説」

教師用指導書 解説編 （「赤刷」「学びのユニット（ユニットの指導と評価の具体）」「教材解説」）

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

紙面の例（抜粋）
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●	音楽鑑賞用DVD
	 鑑賞教材を中心とした映像資料集「中学校音楽鑑賞用教材集」，
	 能，狂言，歌舞伎などの映像をコンパクトにまとめた「日本の伝統音楽」，
	 世界各地のさまざまな声や楽器の映像を集めた「世界の諸民族の音楽」，
	 管弦打楽器の特徴，リハーサル風景，裏方の仕事など，
	 オーケストラの魅力が満載の「オーケストラ入門」など。
●	曲集
	 混声合唱曲集「music jam SENIOR 1～4」「J-CHORUS」，
	 西澤健治作品集「With you ありがとう」「風と恋人」，川崎絵都夫作品集「夢の風」，
	 同声・女声合唱の楽しみ「花はいろ」（川上弥栄子 編），
	「ケチャ・パーティ」（橋本龍雄 編・著）  他

教材品

視覚障害のある生徒などが見やすく使いやすいように，通常の教科書をもとに，
文字を大きくしたりレイアウトをし直したりして再編した教科書です。

教師用指導書・デジタル教科書等のご紹介

学習者用デジタル教科書

	 何度でも書いたり消したりでき，考えの共有に役立ちます。

●	三つの基本機能
	〈拡大〉〈ページ送り戻り〉〈ペン・消しゴム〉の三つの基本機能がいつでも表示されるので，すぐに使えます。

●	まなびリンクへのアクセス
	 約120の「まなびリンク」にページから直接アクセスできます。

●	学習支援機能
	 自動音声読み上げ
	 総ルビ（ふりがな）
	 分かち書き
	 リフロー（たて書き／よこ書き変更，書体変更，文字サイズ変更，色変更，行間変更）

（以下の内容は，変更の可能性があります。）

日本の伝統音楽 世界の諸民族の音楽 オーケストラ入門

J-CHORUS With	you	ありがとうmusic	jam	SENIOR	4

拡大教科書

曲集に掲載されて
いる楽曲の範唱と
カラピアノを収録
したCDもご用意
しております。

44 45




